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保証 

Copyright©  

TSI Incorporated / 2017-2023 / All rights reserved. 

部品番号 

6015946 / 改訂 H / 2023 

所在地 

TSI Incorporated / 500 Cardigan Road / Shoreview, MN 55126 / USA 

ファックス番号 

(651) 490-3824 

保証および責任の制限 (2015 年 2 月発効) 

(米国以外の国固有の契約条件については、www.tsi.com を参照してください。) 

売主は、操作マニュアルに記載の通常の使用およびサービスの下で本契約に基づいて販

売されるソフトウェアを除き、商品が、顧客へ向けての出荷の日から 24 ヶ月の間、ま

たはオペレーターマニュアルに規定の期間のいずれか長い期間、材料および製造上の瑕

疵がないことを保証します。本保証期間には、制定法上の保証が含まれます。本限定保

証は、以下の除外項目および例外項目に従います。 

a. 調査用の流速計とともに使用される熱線または熱膜センサー、および仕様にて示さ

れた特定のその他のコンポーネントは、出荷の日から 90 日間保証されます。 

b. ポンプは、製品マニュアルまたは操作マニュアルに規定の運転時間が保証されてい

ます。 

c. 修繕サービスの結果として修繕または交換された部品は、出荷の日から 90 日間、通

常の使用の下では材料および製造上の瑕疵のないことが保証されます。 

d. 売主は、他社が製造した完成品またはヒューズ、バッテリーあるいはその他の消耗

材料についていかなる保証もしません。正規メーカーの保証のみ適用されます。 

e. 本保証は校正要件には適用されることなく、売主は装置または製品が製造時に適切

に校正されていることのみを保証します。校正のために返品された装置には、本保

証が適用されることはありません。 

f. 工場が認可したサービスセンター以外の者が装置を開梱した場合は、マニュアルに

規定された要件によりオペレーターが消耗品を交換したり推奨の清掃をすることが

認められている 1 つの例外を除いて本保証は無効となります。 

g. 製品が誤用、放置された場合、偶発的または故意による損害を被る状態にさらされ

た場合、あるいは本マニュアルの要件に従って適切に設置、保守または清掃されな

かった場合、本保証は無効となります。売主による別の書面にて特別に認められて

いない限り、売主は他の製品または装置に組み入れられる商品、または売主以外の

者が修正した商品に関して保証することなく、それについて責任を負うこともあり

ません。 

前述の内容は、その他すべての保証に代わるものであり、本契約に記載の制限に支配さ

れます。特定目的への適合性または市販性について他のいかなる明示的または黙示的保

証もなされません。侵害に対する黙示保証についての売主の違反に関して、当該保証は

直接侵害の申し立てに制限され、寄与侵害または誘発侵害の申し立ては除外されます。

買主の唯一の救済手段は、購入金額から合理的な通常使用による損傷を割り引いた金額

の返却または売主の判断により侵害していない商品との交換とします。 

http://www.tsi.com/
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法律で認められている範囲内で、ユーザーまたは買主の唯一の救済手段、および売主の

あらゆる損失、傷害、または商品に関する損傷(契約に基づく請求、過失、不法行為、厳

格な責あるいはその他のものを含む)についての責任の限度は、売主への商品の返却およ

び購入金額の払い戻し、または売主の判断により商品の修理または交換とします。ソフ

トウェアの場合、売主は欠陥のあるソフトウェアを修理または交換するか、それができ

ない場合はソフトウェアの購入金額を払い戻すものとします。いかなる場合でも、利益

の損失、事業の中断、またはいかなる特別、間接的、結果的あるいは付随的な損害につ

いて、売主は責任を負わないものとします。売主は、設置、取り外しまたは再設置の費

用について責任を負わないものとします。売主に対して、訴訟原因が発生してから 12ヶ

月は、形式に関わらずいかなる訴訟もなされることはありません。売主の工場に返品さ

れた保証付きの製品は、買主の危険負担となり、仮に戻されることとなった場合は売主

の危険負担となります。 

買主およびすべてのユーザーは、売主の完全かつ排他的な制限保証が含まれる本保証お

よび責任の制限を受け入れたものとみなされます。本保証および責任の制限は、売主の

役員の署名入りの書面がある場合を除き、修正、変更またはその条件を放棄することは

できません。 

 

免責条項:  PortaCount™ Respirator フィットテスターが提供する測定値は、フィッ

トテストの期間中のみのマスクのフィット性の評価です。その他の時間

におけるマスクのフィット性は様々です。フィット係数は、個人が実際

に有害物質へ曝露したことを計算するために使用するものではありませ

ん。 

商標 

TSI および TSI ロゴは、米国 TSI Incorporated の登録商標であり、他の国の商標登録で

保護されている場合があります。 

Wi-Fi は、Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

Microsoft は、Microsoft Corporation の登録商標です。 

サービスポリシー 

正常に動作しないまたは欠陥のある装置が当社の顧客に支障をきたすように TSI にとっ

ても同様であることがわかっているため、当社のサービスポリシーはあらゆる問題に直

ちに注意を払うよう設計されています。何らかの故障が見つかった場合、最寄りの販売

店または営業担当者にお問い合わせいただくか、TSI のカスタマーサービス部署にお電

話にて (800) 680-1220 (米国) または (001 651) 490-2860 (米国外) までお問い合わせい

ただくか、www.tsi.com にアクセスしてください。 

 

  

http://www.tsi.com/
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安全性 

本セクションには、PortaCount™ Respirator フィットテスター モデル 

8040 および 8048 の安全で適切な操作を行うための説明が記載されて

います。 

ラベルおよびマーキングの説明 

本セクションは、装置の勧告および識別ラベルについて記載されてお

り、本マニュアルでは装置の設計に搭載された安全機能を強化するた

めに使用されます。装置のマーキングの識別も行います。 

警告 

 

警告 

 警告は、本装置を安全に使用しないと重傷を負った

り装置に修復不可能な損傷を及ぼしたりする可能性

があることを意味しています。装置を安全に使用す

るために、本マニュアルに定められた手順に従って

ください。 

 

注意 

 

注意 

 注意とは、気を付けることを意味します。本マニュア

ルに記載の手順に従わなかった場合、装置の損傷につ

ながる可能性のある動作を行ってしまうか、または何

かを徹底的に調べて再開することが必要な場合がある

ことを意味しています。注意は、本装置の操作および

保守についての重要な情報が含まれていることを示す

場合もあります。 
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シリアル番号 

ラベル 

WEEE マ

ーキング  

Wi-Fi® イン

ジケーター  

ステータ

スインジ

ケーター 安全ラベル  

 

 

品目が廃

棄不要で

リサイク

ルする必

要がある

ことを示

していま

す。 

  

 

RoHS 

PortaCount™ 安全マスクフィットテスター モデル 8040 および 8048 装

置は、RoHS 指令 2011/65/EU の目的に適合している必要があります。 

 
PortaCount™ 安全マスクフィットテスター モデル 8040 および 8048 装

置は、規格 IEC61326-1:2013 の目的に適合している必要があります。 

アクセサリ  804004 および  804005 は、規格  61326-1:2014 手法 

IEC61000-4-5:2014 の基準 C に適合しています。 

TUV-SUD 安全マーク、認証 U8 18 04 41468 023、発行 2018-4-20 

PortaCount が、2018-04-30 に KC-ID ストリングを発行: R-REM-tSi-

PortaCount804 

PortaCount モデル 8040 および 8048 のいずれも同一の KC-ID が指定

されています。 
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警告 

 これらの装置は、本マニュアルに記載の方法で使用す

る必要があります。本マニュアルに記載のすべての手

順に従わないと、重傷につながったり装置に回復不能

な障害を引き起こしたりする場合があります。装置の

内部にはユーザーが修理可能な部品はありません。あ

らゆる修理については、適格の工場により認可された

技術者に問い合わせてください。 

化学物質の安全性  

 

警告 

可燃性。飲み込んだり吸引したりすると危険。刺激

性。吸引または皮膚を通して吸収されると有害のお

それ。熱、スパークおよび炎を避けて使用するこ

と。目に入れたり、肌および衣服に触れさせたりし

ないこと。蒸気を吸わないこと。しっかり閉まる容

器に保存すること。換気を十分に行なって使用する

こと。取扱い後はよく洗うこと。 

注意事項.経口摂取すると、吐き気、嘔吐、頭痛、

めまい、または胃の不快感を起こすおそれ。 

応急処置.吸引したら、空気の新鮮な場所に移す。

息をしていない場合、人工呼吸をする。呼吸が困難

な場合、酸素吸入を行う。接触した場合、少なくと

も 15 分間、大量の水で眼や皮膚を直ちに洗い流

す。飲み込んで、患者に意識がある場合、患者に水

または牛乳を飲ませる。 

 

 

これらの装置に使用するアルコールは、99.5% 以上の純度の試薬グレ

ードのイソプロピルアルコールです。適切に保管、手入れおよび廃棄

する必要があります。他のグレード/種類のアルコールを使用すると、

装置の損傷につながります。 

  

これらの装置は清潔な区域で使用してください。 

• 腐食性または酸性雰囲気下では使用しないこと。 
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レーザー安全性 

PortaCount™ モデル 8040 および 8048 は、クラス 1 レーザーを使用

した装置です。通常操作時には、レーザー光線に曝露されることはあ

りません。ただし、一定の注意を払う必要があり、そうしなければ強

烈な、収束された可視光線の形を取って危険な放射線に曝露される場

合があります。この光にさらされると、失明する可能性があります。 

 

 

 

危険 

 本マニュアルで特に指示されていない限り、装置から

部品を取り外さないでください。 

 装置に電源が供給されている間は、装置のハウジング

またはカバーを取り外さないでください。 

 

 

 

警告 

 本マニュアルに記載されていない制御、調整、または

手順を使用すると、危険な光学的放射の曝露につなが

る場合があります。 

 

 

 

A 급 기기 (업무용 방송통신기자재) 

이 기기는 업무용(A급) 전자파적합기기로서  

판매자 또는 사용자는 이 점을 주의하시기 

바라며, 가정외의 지역에서 사용하는 것을 

목적으로 합니다. 
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第  1 章 

序論および概要 

本マニュアルには、PortaCount™ モデル 8040 および 8048 マスクフ

ィットテスターハードウェアおよび FitPro™ Ultra フィットテストソフ

トウェアの両方について記載されています。 

 

モデル 8040 は、フィルター効率が 99% 以上のマスクのフィット係数

を計測するために設計されています。モデル 8048 には、

N95-Companion™ Technology が搭載されており、タイトフィット呼吸

保護具および NIOSH シリーズ 100/99/95、および FFP3/FFP2/FFP1 使

い捨てマスクを含むすべてのろ過式面体のフィットをテストすること

ができます。 

フィットテストを行う理由 

マスクのフィットテストを行うことについては、2 つの主な理由があ

ります。 

トレーニング

の検証 

マスクのトレーニングを受けた後、フィットテス

トではその人が補助なしでのマスクの装着方法を

学んだことを確認します。 

サイズ決定 適切に装着した場合に機能を提供できる適切なサ

イズのマスクが販売されているのを確認すること

が重要です。 
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フィットテストの準備 

実施者の訓練 フィットテストを実施する担当者は、呼吸の保

護、マスク、およびフィットテストが有効である

ことを明確に理解する必要があります。本マニュ

アルを学習するだけで、誰でも PortaCount™ マス

クフィットテスターの操作を習得することができ

ますが、フィットテストをうまく行うのに必要な

背景知識は本マニュアルでは得ることができませ

ん。TSI™ PortaCount™ アカデミーまたは様々な

コンサルタントが提供するフィットテストについ

てのセミナーに出席することを検討してくださ

い。PortaCount™ アカデミーの予定されたトレー

ニングイベントについては、TSI™ にお問い合わせ

ください。 

マスクトレー

ニング 

マスクのトレーニングは、呼吸保護プログラムに

とって重要です。マスクを着用しているすべての

従業員は、マスクの使用方法と理由を学習する必

要があります。このトレーニングは、フィットテ

スト時ではなくフィットテストの前に実施する必

要があります。トレーニング要件についての情報

は、業界に関連する規則または規格を参照してく

ださい。 

パーツの確認  

以下のパーツは、PortaCount™ マスクフィットテスターに含まれてい

ます。紛失または損傷がある場合、直ちに TSI™ にお知らせください。 

 

以下の写真を参照して、PortaCount™ フィットテスターのコネクタ、

部品、およびアクセサリを確認してください。本マニュアルの説明に

従う場合は、これらの品目を熟知している必要があります。 

 



序論および概要 3 

品名 用途 参照画像 

マスクフィットテスタ

ー モデル 8040/8048 

8040 または 

8048 

 

アルコールカートリッ

ジ: 内部の多孔質の芯

がアルコールに浸され

ています。 

8040 および 

8048 

 

アルコール注入カプセ

ル: PortaCount™ フィ

ットテスターが使用す

るイソプロピルアルコ

ールを保持します。 

 

8040 および 

8048 

 

保管キャップ: 

PortaCount™ フィッ

トテスターのカートリ

ッジのキャビティまた

はアルコール注入カプ

セルのいずれかに使用

します。 

8040 および 

8048 

 

ゼロチェックフィルタ

ー – 2 個: 適切に動作

していることを確認す

るために 

PortaCount™ フィッ

トテスターでのゼロチ

ェックおよび最大フィ

ット係数の確認に使用

します。予備のフィル

ターもあります。 

8040 および 

8048 
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品名 用途 参照画像 

予備のアルコールの芯 

– 2 個。 

 

8040 および 

8048 

 

5 フィート (1.5 m) ツ

インチューブアセンブ

リ: 透明なサンプルチ

ューブおよび青のアン

ビエントチューブの 1

対のチューブで構成。 

8040 および 

8048 

 

予備のサンプリングポ

ート流入スクリーン: 

大きな粒子または繊維

状粒子を捕獲すること

により PortaCount™ 

フィットテスターの内

側の流入経路をきれい

な状態に保つために使

用します。 

8040 および 

8048 

 

1/8 ～ 1/4 チューブア

ダプター: ¼ インチ 

(6.3 mm) の接続金具を

持つサンプルチューブ

をマスクサンプル接続

金具 (またはプローブ) 

に接続するのに使用し

ます。 

8040 および 

8048 
 

1/8 ～ 3/16 チューブア

ダプター: 3/16 インチ 

(4.8 mm) の接続金具を

持つサンプルチューブ

をマスクサンプル接続

金具 (またはプローブ) 

に接続するのに使用し

ます。 

8040 および 

8048 
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品名 用途 参照画像 

AC アダプター:  

PortaCount™ フィッ

トテスターおよび AC

コンセントにある外部

電源コネクタに差し込

みます。 

8040 および 

8048 

 

30 ml イソプロピルアル

コールボトル 16 本 (合

計 480 ml)。 

8040 および 

8048 

 

クイックスタートガイ

ド: すぐに始めるため

のガイドです。 

8040 および 

8048 

 

キャリングケース : 保

護および利便性を提供

します。このケース

は、PortaCount™ フィ

ットテスターおよび標

準アクセサリを保持す

るよう設計されていま

す。 

8040 および 

8048 

 

USB ケーブル: 

PortaCount™ フィッ

トテスターをタブレッ

トまたは PC に接続す

るために使用します。 

8040 および 

8048 
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品名 用途 参照画像 

プローブアセンブリツ

ール: プローブを組み

立てるのに使用しま

す。 

8048 

 

プローブキット 

(100 個)。 

8048 

 

ネックストラップ: ろ

過式面体マスクのフィ

ットテストを行う際に

ツインチューブをサポ

ートします。 

8048 

 

モデル 8026 粒子生成

器: フィットテストを

実施する領域の環境粒

子濃度を補います。 

8048 

 

100 箱の塩タブレット 

(100 mg): モデル 8026 

粒子生成器で使用しま

す。 

8048 

 

電源コード: モデル 

8026 粒子生成器で使

用します。 

8048 

 

専用蓋: モデル 8026 

粒子生成器で使用しま

す。 

8048 
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品名 用途 参照画像 

耐久性キャリングケー

ス: モデル 8026 粒子

生成器で使用します。 

8048 

 

同梱品の再注文 

消耗品、アクセサリ、およびその他の交換部品の TSI™ 部品番号:  

 

モデル/部品番号 品名 

8016 16、30 ml ボトルの入ったイソプロピルアルコ

ール (合計 480 ml)の箱 

8033 アルコールの芯 10 個入りの箱 

803X-ZFLTR ゼロチェックフィルター 

8017 ツインチューブアセンブリ 3 本および 3/16 イン

チおよび 1/4 インチのチューブアダプターが各

10 個入ったサンプリングホースキット。 

800197  ツインチューブアセンブリ (数量: 1) 

8034 PortaCount™ フィットテスター (電圧感知) 用 

AC アダプター 

6006456 PortaCount™ フィットテスタークイックスター

トガイド 

8032 PortaCount™ フィットテスター向けアルコール

カートリッジおよび注入カプセルキット 

8032-FC 保管キャップの付いたアルコール注入カプセル 

8032-SC 保管キャップ 

8032-CT 芯付きのアルコールカートリッジ 

WF-USBD Wi-Fi® USB ドングル 

803X-CRDFRM パンチアウトカード用紙 (250 枚) 

8025-N95 ろ過式面体プローブキット 

804004 USB ハブ、USB-A ポート 4 個 
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モデル/部品番号 品名 

804005 USB-A(M) から USB-A(F) への延長ケーブル、6 

フィート/2 m 

FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアのインス

トール 

PortaCount™ フィットテスターは、タブレットまたは PC 上で実行され

ている FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアで制御されます。 

 

タブレットまたは PC の最小要件: 

タブレットの要件 

• Microsoft® Windows® 10 オペレーティングシステム. 

• 1 つの未使用の USB ポート。 

PC の要件 

• Microsoft® Windows® 7 (32 および 64 ビット) または Windows® 

10 (32 および 64 ビット) オペレーティングシステム。 

• Microsoft.Net バージョン 4 (必要に応じてインストレーションソ

フトウェアが Microsoft.Net をインストール) 

• 1 GHz 以上のプロセッサ。 

• 1280 x 800 以上の画面解像度。 

• 1 つの空き USB ポート。 

• ハードディスク上に 500 MB の空き容量 

通知 

 FitPro™ Ultra ソフトウェアおよび Microsoft.Net をインストー

ルするにはインターネットの接続が必要です。 
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FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアへのアク

セスおよびインストール 

お使いのタブレットまたは PC を使用して、以下のサイトにある TSI™ 

ソフトウェアおよびファームウェアウィザードにアクセスします。

https://www.tsi.com/support/tsi-software-and-firmware-wizard/.説明に従っ

てソフトウェアをダウンロードしてください。次に、FitPro™ Ultra フィ

ットテストソフトウェアのインストーラーを実行します。質問がある

場合は、装置の箱に同梱された詳細なソフトウェアインストールの説

明シートを参照してください。または、1-800-680-1220 (米国)、(651) 

490-2860、あるいは 001 651 490-2860 (米国外) のカスタマーサポート

へお問い合わせいただくか、www.tsi.com/support にアクセスしてくだ

さい。 

FitPro™ Ultra ソフトウェアを起動するには、アイコンをダブルクリック

してください。ソフトウェアは、必要に応じて後で変更可能なデフォ

ルト設定オプションを表示します。第 2 章を参照して、装置を接続して

フィットテストを開始します。 

  

https://www.tsi.com/support/tsi-software-and-firmware-wizard/
http://www.tsi.com/support
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（このページは意図的に空白になっています） 
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第  2 章  

PortaCount™ フィットテスターの操作

の準備 

ツインチューブアセンブリの取り付け 

PortaCount™ フィットテスターには、青色と銀色の２つの接続金具が

あります。ツインチューブアセンブリを対応する接続金具 (青いチュ

ーブを青の接続金具、透明のチューブを銀色の接続金具) に接続しま

す。透明なチューブはマスク内部の粒子をサンプリングします。マス

クの外側のアンビエント粒子は、青いチューブでサンプリングされま

す。 

 

 
 

 

 

通知 

 ツインチューブは、チューブアダプターにより数イ

ンチを除いて延長しないでください。絶対にアンビ

エントチューブとマスクのチューブを分割しないで

ください。2 本のサンプルチューブはいずれもその

ままの状態にしておく必要があり、正確なフィット

テストを行うためにほぼ同じ長さでなければなりま

せん。 
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アルコールカートリッジの準備  

PortaCount™ フィットテスターで粒子の測定を行うために、イソプロ

ピルアルコールに芯を浸す必要があります。アルコールカートリッジ

を次のように取り付けます。 

 

警告 

可燃性。飲み込んだり吸引したりすると危険。刺激

性。吸引または皮膚を通して吸収されると有害のお

それあり。熱、スパークおよび炎を避けて使用する

こと。目に入れたり、肌および衣服に触れさせたり

しないこと。蒸気を吸わないこと。しっかり閉まる

容器に保存すること。換気を十分に行なって使用す

ること。取扱い後はよく洗うこと。 

注意事項。経口摂取すると、吐き気、嘔吐、頭痛、

めまい、または胃の不快感を起こすおそれ。 

応急処置。吸引したら、空気の新鮮な場所に移す。

息をしていない場合、人工呼吸をする。呼吸が困難

な場合、酸素吸入を行う。接触した場合、少なくと

も 15 分間、大量の水で眼や皮膚を直ちに洗い流す。

飲み込んで、患者に意識がある場合、患者に水また

は牛乳を飲ませる。  
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通知 

汚れや破片が PortaCount™ フィットテスターに入

り込むと、内部の小さなノズルが詰まり、操作が妨

害される可能性があります。 

• アルコールカートリッジの黒い部分を、汚れて

いる可能性のある面に接触させないようにして

ください。保管キャップおよびアルコールカー

トリッジを清潔な状態に保ってください。 

• アルコールカートリッジは、使用中はカートリ

ッジのキャビティに挿入した状態にしておきま

す。カートリッジのキャビティには汚れや綿ぼ

こりの侵入を防ぐことが極めて重要です。 

• 装置を使用していない場合および PortaCount™ フ

ィットテスターの輸送中は、保管キャップをカー

トリッジキャビティに取り付けます(手順 10 を参

照) 。 

 

1. PortaCount™ フィットテスターの電源がオフになっていることを確認し

ます。 

2. アルコールカートリッジを反時計回りにねじって PortaCount™ フィット

テスターから取り外します。 

3. 保存キャップをねじって外す 

(反時計回り) ことでアルコー

ル注入カプセルを開けます。 

4. 汚染を防止するために、保存

キャップとアルコールカート

リッジを清潔な台に置きま

す。 
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5. 30 ml のアルコールの入った

ボトルを開けます。ボトルを

逆さまにし、アルコールがカ

プセルの外に誤って吹き付け

られないようノズルの端をア

ルコール注入カプセルのでき

るだけ奥に挿入します。 

6. アルコールを絞ってアルコ

ール注入カプセルに入れま

す。空のアルコール注入カ

プセルに 30 ml 入れ、芯を

挿入するとアルコールの目

盛りが線まで達します。 

7. 空のアルコールボトルのキ

ャップはすぐに閉めてくだ

さい。 

 

注入ラ

イン 
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8. アルコールカートリッジが清

潔であることを確認し、アル

コールカートリッジをアルコ

ール注入カプセルに挿入しま

す。カプセルが所定の位置に

ロックされるまで時計回りに

回します。 

9. アルコール注入カプセルをセ

ットし、アルコールカートリ

ッジの中のアルコールの芯が

最大限のアルコールを吸い上

げる間、少なくとも 2 分お待

ちください。 

10. カプセルからアルコールカー

トリッジを取り外し、余分な

アルコールがアルコール注入

カプセルにドリップバックす

るよう軽く振ります。余分な

アルコールが落ちなくなった

ら振るのをやめてください。

アルコールカートリッジの外

側の面が乾くまで待つ必要は

ありません。 

 

11. アルコールカートリッジを PortaCount™ フィットテスターのカート

リッジキャビティに挿入します。軽くスライドさせると挿入されま

すので、無理に差し込まないでください。完全に挿入される段階に

なったら、アルコールカートリッジが所定の位置にロックされるま

で強くひねります。 
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12. 外気からの湿気の吸収およびアルコール蒸気の漏れを防ぐために、アル

コール注入カプセルの保存キャップを閉めます。 

13. これで PortaCount™ フィットテスターの電源をオンにする準備ができま

した。 

14. 測定終了後にシャットダウンするには、アルコールカートリッジをアル

コール注入カプセルに戻し、保存キャップをカートリッジキャビティに

戻します。 

PortaCount™ フィットテスターの接続 

同梱の USB ケーブルを介して PortaCount™ フィットテスター

をタブレットまたは PC に接続 

1. 「USB-A」プラグの接続部をタブレット

または PC の対応する USB ポートに接続

します。 

 

2. 「USB-C」プラグの接続部を PortaCount™ 

フィットテスターの後部の対応する USB 

ポートに接続します。 

 

 

 

通知 

 システムが実行中の場合は、USB ケーブルを抜かな

いでください。抜いてしまうと、PortaCount™ フィ

ットテスターが一時的に FitPro™ Ultra フィットテス

ターソフトウェアとの通信が失なわれる可能性があ

ります。通信が途切れた場合、PortaCount™ フィッ

トテスターへの電源サイクルを行うことで回復でき

る場合があります。PortaCount™ フィットテスター

の背面にあるイーサネットポートには接続しないで

ください。これは工場専用です。 
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PortaCount™ フィットテスターへの供給電力 

同梱の AC コネクタを使用して、PortaCount™ フィットテスターのコ

ンセントを AC 電源に差し込みます。前面のオン/オフボタン  で装

置の電源をオンにします。点灯して電源がオンになっていることを示

します。装置の電源をオフにするには、電源ボタンを 1 秒間押したま

まにします。その後、電源が切れるまで最大で 10 秒かかります。 

 

通知 

同梱の AC アダプター (TSI™ 部品番号 800531) のみ

を使用し、別のアダプターを代用しないでくださ

い。使用すると PortaCount™ フィットテスターが

損傷する可能性があります。 

 

 

通知 

電源がオンになっているときに、装置の背面のファ

ンまたは排気口をふさがないでください。測定精度

のために排気口の確保が重要です。 

 

最初に電源を入れた際、装置は 1 分間のウォームアップを始めます。

電源ボタンの LED は、ウォームアップ時に点灯します。ウォームア

ップが完了すると、PortaCount™ フィットテスターは FitPro™ Ultra 

ソフトウェアに接続します。以下のインジケーターが現われます。 

 

  
ワイヤレス接続 ステータス 

オン Wi-Fi® 機能が有効 オフ 正常状態 

オフ Wi-Fi® 機能が無効 赤色 工場での修理をお勧め

します 

  黄色 カートリッジ芯にアル

コールを補充してくだ

さい 
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FitPro™ Ultra フィットテスターソフトウェアへの接続 

デスクトップ上の FitPro™ Ultra アイコン をクリックし、FitPro™ 

Ultra フィットテストソフトウェアを起動します。オペレーターの ID

を要求するオペレーターログイン画面が表示されます。オペレーター

のイニシャル、名前、または ID 番号を入力してから[続行]を押しま

す。 

ソフトウェアは、USB または Wi-Fi® で接続された PortaCount™ フィ

ットテスターを見つけ、シリアル番号で各装置を識別し、接続するオ

プションを提供します。デフォルトでは、PortaCount™ の全般設定メ

ニューから新しい名前が入力されない限り、表示された名前は装置の

シリアル番号と一致します。[接続]を押して PortaCount™ フィット

テスターとの接続を確立します。 

装置が FitPro™ Ultra ソフトウェアに接続されると、PortaCount™ フ

ィットテスターはデイリーチェック、フィットテスト、リアルタイム

フィットチェック、被験者/マスク/フィットテスト情報へのアクセス

などを実行する準備が整います。これらは、第 3 章 ～ 第 6 章に詳し

く記載されています。 

ワイヤレス接続 (オプション) 

PortaCount™ モデル 8040 および 8048 マスクフィットテスターは、

FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアとワイヤレスで通信するよ

う設定できます。FitPro™ Ultra ソフトウェアは、Wi-Fi® 機能を搭載し

た PC またはタブレットで実行する必要があり、この 2 つの装置は相

互の Wi-Fi® 範囲内にある必要があります。 

 

ワイヤレス通信用に PortaCount™ フィットテスターを設定するには、

Wi-Fi® USB-A ドングルが必要です。Wi-Fi® USB-A ドングルは、各国

の規制に適合している必要があります。TSI™ は、Wi-Fi® USB-A ドン

グルを部品番号 WF-USBD として販売しています。この部品は、米国、

カナダ、英国、および欧州経済地域を含む多くの国に対応しています。 

 



PortaCount™ フィットテスターの操作の準備 19 

初めて設定プロセスを開始するには、

PortaCount™ フィットテスターの電源

を 切 り 、 Wi-Fi® ド ン グ ル を 

PortaCount™ フィットテスターの後部

にある 2 つの USB-A ポートのいずれか

に挿入します。 

 

PortaCount™ フィットテスターの電源

を入れて 2 分待ちます。待っている間

に Wi-Fi® インジケーター  が点灯

します。タブレットまたは PC から、

利用可能なワイヤレスネットワーク  

 

接続のリストにアクセスします。PortaCount™ フィットテスターがシ

リアル番号で識別されるこのリストに表示されます。例えば、以下の

画像では  PortaCount™ フィットテスター接続の名前は tsi-

8048173604 です。後で使用するためにワイヤレスネットワーク接続

の名前をメモしておいてください。 

 

 
 

PC またはタブレットがワイヤレスネットワークに接続されている場

合、切断して PortaCount™ フィットテスターに接続します。ネット

ワークセキュリティ ID がプロンプトされます。これはデフォルトで

は、ワイヤレスネットワーク接続の名前と同じです。これらの手順が

完了したら、 FitPro™ Ultra フィットテスターを起動すると 

PortaCount™ フィットテスターが Wi-Fi® 接続タイプ       とともに接

続画面に一覧表示されます。 

 

接続名およびセキュリティ ID を変更するオプションは、第 3 章 - 

PortaCount フィットテスターメニュー、PortaCount の設定に記載され

ています。 
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通知 

ワイヤレス接続を変更して PortaCount™ フィットテスターにアク

セスすると、その他のネットワーク接続へはアクセスできません。

これにより電子メールやネットワーク印刷などの機能が制限されま

す。 

粒子生成器の使用 (オプション) 

フィットテストに必要な最小環境粒子濃度レベルを満たさない場合、

粒子を生成させる必要があります。粒子を生成させる最良の方法は、

オプションの TSI™ 粒子生成器 モデル 8026 を使用することです。モ

デル 8026 粒子生成器は、PortaCount™ フィットテスターに適したサ

イズ範囲の非毒性塩 (NaCl) の粒子で自然発生する粒子を補うもので

す。粒子生成器は、蒸留水に溶解した 100 mg の塩タブレット（塩化

ナトリウムまたは NaCl）を使用します。 

 

操作および保守については、粒子生成器のマニュアルを参照するか、

TSI™ Web サイト www.tsi.com。の粒子生成器モデル 8026 の情報を参照

してください。 

 

PortaCount™ フィットテスターでモデル 8026 粒子生成器を使用する

場合は、次の追加の重要なガイドラインに従ってください。 

• 操作中は、粒子生成器またはその他の粒子発生源を PortaCount™ フ

ィットテスターから少なくとも 6フィート/1 m 離してください。 

• 粒子生成器が正常に機能するためには、生成器を操作し、隔離され

た場所でフィットテストを実施してください。400 ft2/20 m2 未満の

部屋が、最適な条件です。粒子の生成は、開放的な作業エリアまた

は非常に広い部屋では効率的に機能しません。 

• 粒子生成器やその他の種類の粒子生成は必要に応じて慎重に使用

してください。多くの場合、それらは朝の時間またはフィットテ

ストの開始時にのみ必要です。捕集効率が99%以上のマスクをテ

ストする際にモデル 8040 または 8048 の環境粒子濃度が8,000 個

/cm3を超える場合、または捕集効率が99%未満のマスクをテスト

する際にモデル 8048 で800 個/cm3を超える場合、いかなる形式

の粒子生成の操作も実施しないでください。 

 

http://www.tsi.com/
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第  3 章  

FitPro™ Ultra フィットテストソフトウ

ェアの操作 

FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアは、PortaCount™ マスク

フィットテスター モデル 8040 および 8048 と、フィットテストに関

連する多くの記録を制御および管理します。本章では、ソフトウェア

の操作およびメニューについて説明します。 

メインメニュー 

任意の画面からメニューアイコン        を選択して、メインメニューを

表示します。各メニュー項目の説明は次のとおりです。 

 

 



22 第 3 章 

ポータカウント 

PortaCount™ フィットテスターを使用するには、メインメニューから

[ポータカウント]を選択します。最近、デイリーチェックを実施して

いない場合は、行うように促されます。そうでない場合は、フィット

テストを設定するよう表示されます。PortaCount™ フィットテスター

のメニューアイコン をクリックすると以下のアクティビティが選

択できます。 

 

 
フィットテスト 

フィットテストの開始。フィットテストの実施についての詳細

は、第 6 章 を参照してください。 

 
デイリーチェック 

フィットテスト実施前のデイリーチェックを開始します。デイリ

ーチェック実施についての詳細は、第 4 章を参照してください。 

 
リアルタイムモード 

フィットテストを実施するのに十分な粒子が存在するかどうか判断

するための環境濃度検査、またはフィットテストを実施するため

の室内設定のトラブルシューティングのいずれかを実施するために

装置をリアルタイムモードで操作します。さらに、リアルタイム 

FitCheck モード を適切なマスクの選択、サイズ決定、着用トレー

ニング、適切にフィットするための調整、または失敗したテストの

トラブルシューティングについて個人をトレーニングするために使

用することができます。リアルタイム FitCheck™ モードの使用方

法詳細については、第 5 章 を参照してください。 
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PortaCount の設定 

接続されている PortaCount™ フィットテスターの設定を表示ま

たは変更します。 

全般設定タブから、以下のことが可能です。 

• PortaCount™ フィットテスターに名前を付ける (シリアル

番号を上書きするのみ) 

• ファームウェアの更新を確認する 

o 新しいバージョンが利用可能な場合は、画面の指示に従

ってお使いのファームウェアを更新してください。 

ネットワーク設定タブから、お使いの PortaCount™ フィットテ

スターにワイヤレスで接続する際に使用する設定を構成できま

す。ネットワーク接続名であるアクセスポイント SSID を変更で

きます。また、ネットワーク接続のセキュリティ ID であるアク

セスポイントパスワードを設定することもできます。これらの設

定は、USB に接続している場合にのみ変更できることに注意し

てください。これらの設定はすぐに有効になり、PortaCount™ 

フィットテスターに保存されます。 

 

PortaCount の切断 

PortaCount™ フィットテスターを切断する場合に選択します。 

 

フィットテストを開始する人をすでに割り当てた後、ユーザー、

プロトコル、またはマスクを変更します。 

 

PortaCount™ フィットテスターの通信方法は、常に USB  または 

Wi-Fi®  の記号で表示されます。 

 

FitPro™ Ultra ソフトウェアはステータスアイコン を表示する場合

があります。このアイコンが表示された場合は、アイコンをクリック

して、システムに関するメッセージとアラートを表示させます。アイ

コンは、計測が行われている場合にのみ表示されます。ステータスが

良好な場合、アイコンは表示されません。詳細については、第 7 章を

参照してください。 
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被験者 

メインメニューから[被験者]を選択して、プログラムに保存されている

フィットテスト被験者のリストを表示します。被験者はアルファベット

順に一覧表示されています。必要に応じて ID 番号で並べ替えたり、名

前、姓、会社、所在地などのフィルターを使用したりできます。 

 
 

この画面から、被験者を削除 したり、被験者に関する情報を編集 

 したり、その被験者に関してすでに収集されている情報を表示  

したりすることもできます。 を選択すると、被験者情報画面が表示

されます。[アクティブ]をクリックして、被験者をアクティブまたは

非アクティブにします。被験者が非アクティブの場合、フィットテス

ト時に選択から除外されます。非アクティブな被験者は、過去のフィ

ットテストのレポートにまだ含まれています。 

被験者を追加するには、[新規]をクリックして、必須およびオプショ

ンの情報を入力します。 

マスク 

メインメニューから[マスク]を選択して、プログラムに保存されてい

るマスクのリストを表示します。マスクはアルファベット順に一覧表

示されています。必要に応じて、モデルごとにマスクを並べ替えたり、

製造元やスタイルなどのフィルターを使用したりできます。 
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この画面から、マスクを削除 したり、マスクに関する情報を編集 

 したり、マスクに関してすでに収集されている情報を表示  し

たりすることもできます。 

 

マスクを追加するには、[新規作成]をクリックして、必須およびオプ

ションの情報を入力します。 

 

これが 99％ 未満の捕集効率のフィルターろ材を備えたマスクである場

合は、N95 を選択します。FitPro™ Ultra ソフトウェアが自動的にマスク

の説明を作成するようにしたい場合は、[自動説明を使用]を選択します。

フィットテストレポートに説明が表示されます。 

レポート 

メインメニューから[レポート]を選択し、基本的なレポートの種類の

リストを表示します。 
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基本的なレポートの種類には以下のようなものがあります。 

被験者 フィットテスト用にデータベースにリストさ

れた被験者のレポート。 

マスク フィットテスト用にデータベースにリストさ

れたマスクのレポート。 

次の予定 フィットテストを行う予定の被験者のレポー

ト。 

期限切れ フィットテストの期日が到来した被験者のレ

ポート。 

デイリーチェック 記録されたデイリーチェックのレポート。 

フィットテスト 完了したフィットテストのレポート。 

被験者レポートの例 

姓が「Aaberg」と「Byse」の間にある被験者の被験者レポートを作

成します。 

1. [新規作成]をクリックして、[被験者]を選択します。 
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2. レポートの詳細を記入: 

 

3. 新規作成されたこの「被験者レポート」の 3 つの点のメニューを

クリックしてから、[設定]をクリックします。 

 

4. フィルターで[範囲]を選択します。 
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5. 「姓」の「開始」入力ボックスの例として、「A」と入力して 

Aaberg をクリックします。 

 

6. 「姓」の「終了」入力ボックスの例として、「By」と入力して 

Byse をクリックします。 

 

7. [保存]をクリックします。 

8. レポートを表示または印刷するには: 新規作成されたこの「被験者

レポート」の をクリックして、[表示/印刷]をクリックします。 
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9. FitPro™ Ultra ソフトウェアは、表示または印刷のためにレポート

を構築します。 
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新規レポートの作成 

1. [新規作成]ボタンをクリックします。 

 

2. 基本的なレポートの説明の付いたダイアログが表示されます。 

 

3. レポートの種類ドロップダウンから、作成するレポートの種類を

選択します。 

4. レポート名を入力します。 

5. レポートのタイトルを入力します。 
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6. オプションで、レポートの説明を入力します。 

7. [次へ]ボタンをクリックします。 

8. これで、新しいレポートの設定オプションが表示されます。 

 

9. 戻って、種類、名前、タイトル、または説明を変更するには、[戻

る]ボタンをクリックします。 

10. レポートは最大 6 列に対応しています。 

11. 表示された表の各行の列ドロップダウンから、表示するデータを選

択します。列を省略して 5 列以下にするには、[列を非表示]を選択

します。列が表に選択される順序で、レポートに列が表示されます 

(最初の行に姓が付いている場合、レポートの最初の列が姓になり

ます)。 
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12. 特定の列をフィルタリングする方法を選択します。これは、フィ

ルター列の行の値を選択することによって行われます。 

オプションは次のとおりです。 

すべて 列のすべての値を表示します。 

範囲 値の範囲を表示します。 

フィルター カスタムフィルターを表示します。 

N95-Companion™ オプションは すべて N95 または N99 です。 

a. 範囲フィルタは入力する開始フィールドと終了フィールドを提

供します。レポートに表示する値の範囲を入力します。A から 

B までの名前が必要な場合は、A と入力し、範囲を文字 C まで

にすると良いでしょう。 

b. フィルターではフィルタリングするものを入力するための情報

を提供します。これをサポートするためにドロップダウンリス

トが表示されます。例えば、Joe という名前の被験者のみを表

示したい場合、そのフィールドに「Joe」と入力します。 

 
 

13. 表の最初の列には、ソート基準が表示されます。レポートをソート

したい行を選択します。二次および三次ソートは行の順で行います。

ID でソートし、2 つ目および 3 つ目の行が会社と名前である場合、

レポートは ID でソートされ、続いて会社その次に名前でソートされ

ます。ラジオボタンの隣の矢印を使用すると、ソートを昇順または

降順で選択できます。 

14. レポートが設定されると、ダイアログの右上のカウンターに現在設

定されているようにレポートに表示される記録の数が表示されます。 

15. [保存]をクリックします。これでメインレポートページが表内に新

しいレポートとともに表示されます。 
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フィットテストの履歴機能および複数マスクフィッ

トテストカード機能  

フィットテストの記録を素早く表示する方法を提供するために、フィ

ットテスト履歴機能が追加されました。1 枚のフィットテストカード

に複数のマスクを印刷する「複数マスクフィットテストカード」機能

が追加されました。 

1. [フィットテスト履歴]に移動します。 

 

2. をクリックします。 

3. に姓または 

ID の入力を開始します。 

4. フィットテストカードを印刷したい被験者を選択します。 

5. 印刷されたカードに含めるフィットテストを最大 5 つ選択し、

をクリックします。 
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6. カードの例: 

 

グローバル設定 

メインメニューから[グローバル設定]を選択し、フィットテスト、デイ

リーチェック、または印刷を行う際に適用する設定を表示します。

[編 集]を押してこれらの画面を修正し、[保存]を押して変更を確認し

ます。 

フィットテスト – グローバル設定  

フィールドまたは

ボタン 説明 

自動的に保存 どのフィットテストデータを保存するのか選択しま

す。2 つの方法があります。 

• すべてのフィットテスト 

テストの合否に関わらずすべてのフィットテス

トを保存します。 

• 合格のフィットテストのみ 

デフォルトで選択されています。合格のフィッ

トテストの記録のみ保存します。 

デフォルトプロト

コル 

ドロップダウンボックスを使用して、フィットテス

トに使用するデフォルトのプロトコルを選択しま

す。フィットテストを実際に開始する前に異なるプ

ロトコルを選択することもできます。 

自動終了  このオプションがオンになっているときに、全体の

フィット係数を達成できなくなっている場合、ソフ

トウェアは自動的にフィットテストを終了します。

このオプションはデフォルトではオフになっていま

す。 
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フィールドまたは

ボタン 説明 

フィット係数が以

下の数字より大き

い場合警告… 

このオプションはデフォルトでは有効になってい

ます。これが有効の場合、任意のフィット係数が

入力した値を超える場合にメッセージが表示され

ます。テストは警告に関係なく継続します。警告

の目的は、経験の浅いフィットテスト実施者にサ

ンプルチューブのブロックなど、何かに問題があ

る可能性があることを通知するものです。このオ

プションが有効の場合、値は何か問題がある場合

を除いて決して発生しないフィット係数のレベル

に設定する必要があります。ブロックされたマス

クサンプルチューブは、多くの場合フィット係数

が 500,000 を大幅に上回ります。デフォルトのフ

ィット係数値は 100,000 ですが、お使いのマスク

の種類により適切なより高い値および他の考慮事

項を選択する必要があるかも知れません。 

N99 高濃度メッセ

ージ 

N99 高濃度アラートの閾値を設定します。デフォル

ト値は 30,000 pt/cm3です。 

N95 高濃度メッセ

ージ 

N95 高濃度アラートの閾値を設定します。デフォル

ト値は 1,500 pt/cm3です。 
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デイリーチェック – グローバル設定  

PortaCount™ フィットテスターの操作の高度なトレーニングを受けて

いない限り、デイリーチェック設定を変更することは推奨されません。 

印刷 – グローバル設定  

フィールドまたは

ボタン 説明 

フィットテストレ

ポートを自動で印

刷 

それぞれのフィットテスト終了時に 1 つのフィット

テストレポートを自動的に印刷します。これは、被

験者にテスト結果のコピーを提供する予定があった

りハードコピーのテスト記録を保存したりする場合

に役立ちます。レポートはデフォルトの Windows® 

プリンターに送信されます。 

2 つの方法があります。 

• 保存したフィットテストのみ  

保存したすべてのフィットテストについてレポ

ートを印刷します。[編集]を選択し、コピーの

枚数を変更することでフィットテストレポート

の枚数を変更できます。 

• 印刷しない  

デフォルトではこれが選択されています。フィ

ットテスト時にプリンターが使用できない場合

はこれを使用します。レポートは後で印刷でき

ます。 

通知 

プリンターは、フィットテストの終了時に自動レ

ポートが生成される前にセットアップする必要が

あります。FitPro™ Ultra ソフトウェアは、お使

いの PC またはタブレットにあるデフォルトのプ

リンターを使用します。 
  

フィットテストレ

ポートにカードを

表示 

「フィットテストレポートにカードを表示」するか

どうかを選択します。[編集]を選択して、このオプ

ションがオンになっている場合は会社名を入力し 

ます。 

フィットテストレ

ポートに署名ライ

ンを表示 

フィットテストレポートに署名ラインを表示するか

どうかを選択します。 
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ヘルプ 

メインメニューから[ヘルプ]を選択し、ヘルプトピックにアクセスし

ます。FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアの現在のバージョ

ンを表示することもできます。オンラインで TSI™ ソフトウェアアカ

ウントを作成している場合、新しいバージョンが使用可能な場合はソ

フトウェアのバージョンをアップデートすることもできます。 
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（このページは意図的に空白になっています） 
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第  4 章  

デイリーチェック 

毎日、PortaCount™ マスクフィットテスターを使用する前に、一連の

検査を実施して装置が正常に作動していることを確認する必要があり

ます。これらのデイリーチェックは以下の通りです。  

• パーティクルチェック 

• 分級機チェック (N95 対応の PortaCount™ モデル 8048 のみ) 

• ゼロチェック 

• 最大フィット係数チェック 

 

通知 

TSI™ は、これらのデイリー  (メンテナンス ) チェックを 

PortaCount™ マスクフィットテスターを使用する前に毎日 1 回お

よび問題に遭遇した場合はいつでも実施することを推奨します。

デイリーチェックを行なわなかった場合は、早急に対応する必要

があります。第 7 章を参照してください。PortaCount™ マスクフ

ィットテスター がデイリーチェックに合格し、フィットテストを

行うのが困難な場合、問題は恐らく PortaCount™ マスクフィット

テスターにはないと思われます。マスクとマスクサンプルアダプ

ターの漏れやチューブのねじれがないか慎重に検査します。 

デイリーチェックを開始するには: 

1. 必要に応じて、第 2 章 および 第 3 章の手順を見直し、装置のデ

イリーチェックの準備をします。 

2. タブレットまたは PC 上で PortaCount™ フィットテスターおよび 

FitPro™ Ultra ソフトウェアを起動します。ソフトウェアにログイ

ンし、PortaCount™ フィットテスターに接続します。 
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3. メインメニュー から PortaCount を選択し、PortaCount メニ

ュー からデイリーチェックを選択します。デイリーチェック

画面が表示されます。 

 

4. このデイリーチェックが分級機を含めるものである場合、N95 対

応のモデル 8048 をチェックし、[N95-コンパニオン]をクリック

します。分級機を含めない場合は、この手順をスキップします。 

5. 自動化されたデイリーチェックプログラムでは、順を追って説明

します。最初に、透明なサンプルチューブが取り付けられている

場合は HEPA フィルターを取り外し、[開始]ボタンを押します。 

6. 最初の検査は、パーティクルチェックであり、PortaCount™ フィ

ットテスターが作動しているかどうか、および大気中の粒子の濃

度がフィットテストを実施するのに十分であるかどうかを判断し

ます。 

7. 「N95 対応」ボックスが選択された場合、パーティクルチェック

の直後に分級機チェックが行われます。分級機チェックは、N95-

Companion™ Technology 分級機が正常に機能していることを確

認します。 

8. 次のチェックはゼロチェックで、システムに漏れがないことを保

証します。HEPA フィルターを透明のサンプルチューブに取り付

けて、画面上の[続行]を押すとゼロチェックを開始するよう指示

されます。 
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9. ゼロチェックに失敗した場合、第  7 章を参照してください。

PortaCount™ フィットテスターがゼロチェックに失敗した場合、

実施するフィットテストは別の方法で計測されるものよりも低い

フィット係数になる場合があります。そのリスクには、フィット

が適切な被験者の計測に失敗する場合があり、これにより時間と

労力が無駄に費やされてしまうことです。ゼロチェックの失敗が

フィット係数の誇張につながることはありません (すなわち、フ

ィットの良くない被験者を合格にする可能性)。PortaCount™ フ

ィットテスターに漏れ出す粒子がマスクの漏れとして解釈され、

結果としてフィット係数の低下につながるためです。 

10. 最大フィット係数チェックはゼロチェック後に実施されます。こ

のチェックは、PortaCount™ フィットテスターが高いフィット係

数を計測できるかどうか、および内部の切り替えバルブが正しく

動作しているかどうかを判断するものです。このテストは、本質

的にはマスクの完璧なフィッティングを模倣する HEPA フィルタ

ーのフィットテストです。 

装置が正しく動作していると、非常に高いフィット係数が計測さ

れます。PortaCount™ フィットテスターに局所的な環境粒子濃度

およびマスクサンプル時間がプログラムされている場合、最大 FF 

チェックは実際には、PortaCount™ フィットテスターで定義可能

な最大フィット係数を計測します。 

デイリーチェックの履歴機能 

デイリーチェックの履歴機能では、デイリーチェックの記録を表示お

よび検索するための簡単な方法を提供できます。 

1. をクリックしてから  をクリックします。 

2. PortaCount™ のシリアル番号または日付/時刻を 

 に入力してデイリーチェックの

記録を検索します。 
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（このページは意図的に空白になっています） 
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リアルタイム FitCheck™ モード 

この章は以下の項目を対象としています: 

• リアルタイム FitCheck™モード 

• 環境濃度チェック 

リアルタイムトレーニング 

リアルタイム FitCheck™モード のディスプレイは、一般にマスクの

トレーニングおよびトラブルシューティング用に使用されます。これ

を使用すれば、被験者は、リアルタイムでこれらの取り組みに対する

直接的な影響を監視しながら、マスクのストラップの張力およびその

他の調整を試せるようになります。 

 

被験者は、それぞれの調整がマスクのフィット性にどのような影響を

及ぼすか、また快適で漏れを最小限にするフィット性を達成する方法

を学びます。 

 

通知 

この機能はトレーニングを意図しています。フィットテストの直

前に使用しないでください。正式なフィットテストの直前に被験

者のマスクの装着を助けるためにこの機能を使用すると、以下の

フィットテストの主要な目的の 1 つが損なわれます: 助けなしてマ

スクを適切に装着する方法を被験者が知っていることを証明する

こと。リアルタイムフィット係数機能は、トレーニング、練習、

失敗したフィットテストのトラブルシューティングのみに使用し

てください。 

被験者にマスクを外させて最終テスト前に再度装着させる(リアル

タイムディスプレイやその他のサポートを使用せずに)ということ

であれば、リアルタイムフィット係数ディスプレイは、フィット

テスト前に使用できます。 
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リアルタイム FitCheck™ モード画面の起動前に、被験者にマスクを

着用させ、マスクが適切に PortaCount™ フィットテスターに適切に

取り付けられることを確認します。 

PortaCount™ メニュー  からリアルタイム FitCheck™ モードを選

択して、リアルタイムフィット係数画面を表示します。リアルタイム

のゲージかグラフでリアルタイムの情報を見ることができます。 

  

リアルタイムの操作を開始するには、ドロップダウンリストからマス

クを選択します。定義済みのマスクを選択できます。または別の方法

として、FitPro™ Ultra ソフトウェアで事前定義された 2 つの市販のマ

スクのうちの  1 つを使用できます。選択したマスクによって 

PortaCount™ フィットテスターは、N95-Companion™ Technology を適

切に有効化し、ソフトウェアがチャート上にそのマスクの合格/不合格

レベルを表示するようにします。 

 

PortaCount™ フィットテスターは、環境濃度を測定し、その値を保存

します。次に、そのマスクを除去し、Cout/Cin に基づきリアルタイム

のフィット係数を表示しながらマスクの濃度の継続的な読み出しを開

始します。 

お客様(と被験者)は、グラフからほぼリアルタイムでフィット係数の

測定値を変動する通りに観察できます。フィット性での変化が発生す

るタイミングとグラフにフィット係数での変化が表示されるタイミン

グの間には数秒の遅延があります。 

PortaCount™ フィットテスターが新しい環境大気を測定している間、

グラフは 5 分ごとに一時停止します。 
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濃度チェック 

リアルタイムの操作には、「環境濃度」チェックモードもあります。こ

のモードでは、PortaCount™ フィットテスターは、外気取り込みポート

を通じて粒子濃度を継続的に測定します。これを使用すれば、テストの

実行に備えてフィットテスト領域の環境濃度を簡単にチェックできるよ

うになります。N95-companion™ technology を適切に有効化するために

環境濃度モードを使用している場合は、マスクを選択しなければなりま

せん。 
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（このページは意図的に空白になっています） 
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フィットテスト 

フィットテストの注意事項 

以下では、フィットテストを行う前に考慮すべきいくつかの注意事項

について説明しています: 

喫煙者のフィット

テスト 

喫煙後最低 30 分間は喫煙者から粒子が吐き出されま

す。PortaCount™ フィットテスターが、これらの粒

子をカウントする可能性があり、この粒子が顔面のシ

ール漏れを通じて発生したかのように解釈します。フ

ィットテストの前に最低 30 分間は喫煙をしないよう

に指示することは非常に重要です。最近喫煙した人の

フィット係数は、その人に相当するものよりも低くな

り、その人がフィットテストに完全に不合格になる可

能性さえあります。 

生成されたエアロ

ゾルでのフィット

テスト 

PortaCount™ フィットテスターは、環境大気中の微

細粒子を使用して動作するように設計されています。

生成されたエアゾロル (コーンオイル、食塩または 

DOP など) が使用される場合の粒子濃度とフィット係

数を測定できます。ただし、これらのエアゾロルのた

めに PortaCount™ フィットテスターをより頻繁に清

掃したり校正したりしなければならなくなる場合があ

ります。 

刺激性の煙の近く

でのフィットテス

ト 

定性的フィットテストに使用されるような刺激性煙の

発生源にごく接近してフィットテストを実行しないで

ください。刺激性煙は腐食性で、PortaCount™ フィ

ットテスターを損傷する可能性があります。酢酸-ア

ミル (バナナオイル) の発生源の近くでのフィットテス

トは問題ありません。 

 

通知 

PortaCount™ マスクフィットテスターがもたらす測定はフィットテ

スト中のみのマスクのフィット性の評価です。その他の時間におけ

るマスクのフィット性は様々です。フィット係数は、個人が実際に

有害物質へ曝露したことを計算するために使用するものではありま

せん。 
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マスクとフィットテストの概要 

定量的にフィットテストを行う従来的な方法はプローブ付きのテスト

マスクの使用を通じた方法ですが、フィットテストは使い捨てマスク

や陽圧マスク上でも実行できます。この章では、マスクの種類につい

て記載し、サンプリングポートの使い捨てろ過式面体への取り付けに

関して説明します。 

 

これらの  PortaCount™ フィットテスターは、 DIN ISO 16975-3, 

OSHA 29CFR1910.134、ANSI/ASTM Z88.10-2001、CSA Z94.4-2011 お

よび HSE INDG 479に従ったフィットテストを行います。 

プローブ付きのテストマスク 

プローブ付きのマスクには、マスクの内部からの空気が PortaCount™ 

マスクフィットテスターのような機器によりサンプリングできるように

なる接続金具 (プローブ) が取り付けられています。プローブ付きのマス

クは、その当初の設計から修正されたと考えられます。したがって、フ

ィットテスト用としてのみ使用できます。潜在的に危険な職場環境では

合法的に使用できません。御社が支給するそれぞれの型式、モデルおよ

びサイズのマスクが少なくとも 1 つ必要になります。フィットテストの

後で、恒久的なプローブは付けずに同一の面体を付けたマスクを個人に

支給しますが。 

 

ほとんどのプローブ付きのマスクは、マスク製造元または販売店から

入手されます。全部ではありませんが、たいていのモデルのプローブ

付きバージョンを買えるはずです。すでにストックしていない場合

は、クラス-100 またはクラス-99 フィルターも必ず購入してくださ

い。たとえ職場で別のタイプのカートリッジを使用している場合であ

っても、クラス-100、クラス-99 または P3 フィルターをフィットテス

トに使用する必要があります。 
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個人へ支給されたマスクでのフィットテスト 

特により古いモデルのマスクの中には、利用できるフィットテストア

ダプターがないものがあります。その場合、恒久的にプローブが付い

たテストマスクが唯一の選択肢です。 

 

マスクへの問い合わせ 

個人へ支給されたマスクでのフィットテストを可能にするマスクのサ

ンプリングアダプターを提供する製造元がますます多くなっています。

販売店に連絡するか、製造元に直接電話して、そのような付属品を入

手できるか確認してください。 

PortaCount フィットテスターへ アダプター

の吸気弁 

サンプル取り

込み口 

吸引キャップ キャップ サンプルチュ

ーブ 

サンプリング 

アダプター 

クラス-100 フ

ィルター 

カートリッジ 
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TSI™ フィットテストアダプターキット 

TSI™ マスクサンプリングアダプターを使用すれば、その個人が実際

に使用しているマスクを使用してフィットテストができるようになり

ます。マスクの主要なブランドの大部分のマスクサンプリングアダプ

ターは入手可能です。TSI™ およびマスク製造元から入手可能なフィ

ットテストアダプターの詳細なリストが www.tsi.com に掲載されてい

ます。 

自作のアダプター 

サンプリングアダプターは、マスクのカートリッジを作り変えること

で作成できます。これには通常カートリッジを通って、マスクへと向

かうチューブが関わります。TSI™ は、この選択肢を避けるようにお

勧めしています。そう簡単にうまくできないからです。よくある根本

的なミスの大半は、サンプリングチューブを伸ばさないで吸気弁を通

って呼吸ゾーンに入れることです。このことが、チューブの外側周辺

のシーリングの問題と合わさって、この選択肢が魅力のないものにな

っています。 

http://www.tsi.com/
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ろ過式面体 (使い捨て) マスク用のプローブ 

使い捨てのマスクは、フィルター材にテストプローブを挿し込むことで

フィットテスト可能です。オプションの TSI™ モデル 8025-N95 プロー

ブキットには、使い捨てのプローブと挿入ツールが入っています。追加

のプローブについては TSI™ モデル 8025-N95R プローブ補充キット 

(PortaPunch™ ツールは入っていません) をご注文ください。 

通知 

PortaCount™ モデル 8040 はクラス-100、クラス-99、および P3 

の使い捨てマスクのフィットテストをうまく行うことができま

す。NIOSH シリーズ 95、FFP2、FFP1 などのより捕集効率の低

い使い捨てマスクには通常 N95-Companion™ Technology と共に 

PortaCount™ モデル 8048 の使用が必要になります。 

TSI™ モデル 8025-N95 プローブキットを利用したテ

ストチューブの使い捨てマスクへの取付 

定量的フィットテストを実行するために、PortaCount™マスクフィット

テスターは、被験者がマスクを装着している間に空気サンプルをマスク

内から採取する必要があります。このキットに入っている PortaPunch™ 

プローブ挿入ツール、サンプリングプローブ、プッシュナットを使用し

て、あらゆる使い捨てろ過式面体マスクにサンプリングポートを取り付

けます。 

 

通知 

サンプリングプローブがいったん取り付けられると、そのマスク

を保護具として使用できなくなります。ポートを取り付けられた

マスクは、定量的フィットテスト専用です。各フィットテストが

完了したら、そのマスクを廃棄 (または消毒)してください。(マス

クの製造元の推奨事項に従ってください。) 
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1. サンプルプローブを取り付ける場所を選択してください。 

 フィットテストを適切に行うために、サンプリングポイントは、

そのマスクのユーザーの「呼吸ゾーン」内でなければなりません。

大部分のマスクについては、このポイントは、その人の鼻と口の

間のマスクの中心にあります。 

  

フラットな「ダックビル」スタイルのマスクの場合—プローブを

あごでブロックされる可能性がないマスク下面外側の端の近くに

取り付けます。 

  

マスク下面 
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中心に取り付けられた呼気弁のあるマスクの場合—プローブはそ

の弁の左か右に取り付けます。プローブは弁の上や下に取り付け

ないでください。このようにするとプローブがその人の鼻やあご

でブロックされるリスクがあるからです。 

 弁の左 (または右) の 

正しいプローブの位置 

  

弁の下 (または上) の 

間違ったプローブの位置 

 

 

外側にメッシュが付いたマスク

の場合—プローブはメッシュが

存在していないかのように通常

通り取り付けます。サンプリン

グプローブとプッシュナット

は、メッシュを貫通して適切に

シールします。 
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ステップ 2:  サンプルプローブを PortaPunch™ 穴あけツールの上に

載せます。  

 

ステップ 3:  プッシュナットを PortaPunch™ ツールの上のマグネッ

ト製のプッシュナットツールに載せます。 

プッシュナットのくぼんだ側が必ず上を向くようにし

てください。 

  
 

プッシュナット 

プッシュナットツール 

穴あけツール 

サンプルプローブを載せる 
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ステップ 4:  PortaPunch™ プローブ挿入ツール (プローブを載せた) 

を使用して、内側からマスクに穴を開けます。プローブ

を押し込む必要はありません。すべきことは、反対側か

ら見えるように十分離してポイントを通すのみです。 

  

ステップ 5:  次に、PortaPunch™ のレバーア

ームを押し下げて、プッシュナ

ットをマスクを通って突き出た

露出部分に噛み合わせて、でき

るだけしっかりと押します。 

ステップ 6:  PortaPunch™ レバーアームか

ら手を放して、マスクをツール

から取り外し、しっかりと固定

されていて漏れがないことを確

認するためにサンプルポートを

点検します。プロー

ブは指で回せないは

ずです。必要に応じ

て、PortaPunch™ 

プローブ点検ツール

を再度使用して、ポ

ートを締めます。 

これでマスクをフィットテストする準備が整いました。 

 

押す 
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通知 

使い捨てマスクにサンプリングプローブがいったん取り付けられ

ると、そのマスクを保護具として使用できなくなります。プロー

ブを取り付けられたマスクは、定量的フィットテスト専用です。

フィットテストが完了したら、プローブを取り付けた各使い捨て

マスクを廃棄してください。 

フィットテストの実施 

フィットテストを行う前に、操作およびデイリーチェックの章をよく

読んでください。 

 

フィットテストを以下のように実施します: 

1. マスクの内側に閉じ込められた粒子を除去し、マスクの装着者が

そのマスクが心地よいことを確かめられるように、フィットテス

トを開始する 5 分前にマスクを装着するようにユーザーに指示し

ます。補助なしで被験者にマスクを着けさせます。フィットテス

トの結果は、被験者がマスクの適切な装着方法を知っているかど

うかによって変わります。フィットテストを行う前に、被験者全

員に適切なマスクの装着技術をトレーニングします。動作の間は

被験者にマスクの調整を許してはなりません。調整すると前の動

作の結果が無効になります。 

使い捨てろ過式面体マスクをテストする場合、楽な位置へと調整

しながら、チューブサポートネックストラップをフィットテスト

の被験者の首にかけさせます。チューブが対象者の顔からマスク

を引っ張らないようにチューブサポートネックストラップを位置

決めします。対象者に頭を上下に傾けさせたり、左右に回させた

り、前屈させたりして、チューブがマスクを顔から引っ張ってい

るかどうかを見ます。もし引っ張っているようなら、ネックスト

ラップやチューブを再度調整して、フィット具合のチェックを再

度繰り返します。 
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2. 装置がオンになっていること、アルコールカートリッジにアルコ

ールが充填されていることと、チューブアセンブリが第 1 章で説

明した通りに取り付けられていることを確認してください。 

3. FitPro™ Ultra ソフトウェアを起動します。メインメニュー  から 

[PortaCount]を選択します。次に、PortaCount™ メニュー  から

[Fit Test (フィットテスト)]を選択します。 
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4. [Assign Person (人を指定する)]を選択して、名前のリストから

フィットテストの被験者を選択します。また、マスク、マスクの

サイズ、およびプロトコルも選択します。次のテストの日付を確

認します。 

 

5. フィットテストを設定したら、 を選択します。以下の[準備

完了]画面が表示されます。 
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6. [ 開始]を押してフィットテストを開始します。 

7. 促されるとおりに次々に動画のフィットテスト動作にユーザーを

従わせます。表ではアクティブな動作がハイライト表示されてい

ます。また、動画にはどんな動きをするかということと動作のペ

ースが表示されます。 

動作名 説明 

通常呼吸 静止して通常の呼吸をする。 

深呼吸 懸命に働いているように長く深い呼吸をする。無

理を しないこと。 

頭を左右に回す 頭をゆっくりと左右に回しながら通常の呼吸をす

る。首の筋肉を十分に伸ばすように左右に回す。

左から右への首回しのサイクルは数秒間行わなけ

ればならず、左右で一瞬動きを止めて息をする。 

頭を上下に動か

す 

ゆっくりと交互に天井を見て床を見ている間に正

常に呼吸をする。それぞれの頭の上下運動のサイ

クルは数秒間行わなければならず、上と下で一瞬

動きを止めて息をする。 

発声 職場での会話をシミュレーションするために用意

されたひとまとまりの文章 (このマニュアルの付録 

B にあるレインボーパッセージのような)を読むか

または声を出して数を数える。 
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動作名 説明 

顔をしかめる にっこり笑ったり、眉をひそめたりして顔をしか

めて、マスクの顔面シールに漏れを作る。この動

作のためにフィット係数が不合格になることがよ

くあります。これが OSHA 規則で全体的なフィッ

ト係数を計算する際にそのフィット係数を除外で

きる理由です。顔をしかめる際は、マスクがあと

で再度シールするかどうかを見るために意図的に

顔面のシールに裂け目を作っています。再シール

に成功したことは、次の動作でのフィット係数の

合格を達成することで証明されます。 

通知 

OSHA のプロトコルには、顔をしかめる動作の特

別な規定が含まれています。15 秒かかることが認

められており、全体的なフィット係数の計算の前

に、この運動の結果生じるフィット係数は廃棄さ

れる (除外される) 場合があります。顔をしかめる

動作が、次の動作の前にそれ自体でマスクが再度

シールすることを確認するために意図的に顔面の

シールに裂け目を作っていため、これが許容され

ます。 

前屈 つま先に触るようにゆっくりと腰から前屈して真

っ直ぐな位置に戻りながら正常に呼吸する。真っ

直ぐな姿勢から前屈の各サイクルは数秒間行わな

ければならず、真っ直ぐになった時点とつま先に

触る時点でそれぞれ一瞬動きを止めて息をする。 

通常呼吸 静止して通常の呼吸をする。 
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8. 運動には毎回、以下に示すようにリアルタイムのフィット係数の性

能のゲージが付いてきます。ゲージが緑色を示す場合は、フィット

性はこのマスクについて達成済みの合格/不合格レベルよりも良いと

予測されます。ゲージが赤を示している場合は、合格/不合格レベル

を下回ると予測されます。環境大気中とマスク内部の粒子の濃度も

表示されます。 

 

9. フィットテストが完了すると、ソフトウェアがアラートを発しま

す。フィットテストの一連の動作について、総合フィットファクタ

ーが計算され表示されます。総合フィットファクターを合格基準と

比較することで合格または不合格が表示されます。  

 

10. テストに不合格になった場合は、以下が表示されます。 
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通知 

米国では、OSHA はハーフフェイスのマスクについては最低 100 の

フィット係数を、フルフェイスのマスクについては 500 のフィット

係数を要求しています。必要に応じて、御社のまたは御社の地域の

適切な規則または基準を参考にしてください。 

• テストが合格であれば、そのフィットテストは終了です。ま

た、フィットテストにパスした場合、その被験者に的確なサイズ

およびモデルのマスクを支給してください。 

• そのフィットテストが不合格の場合、理由を究明して、テストを

繰り返します。不合格の一般的な理由のうちのいくつかを以下に

示しました。 

• 使い捨てマスクでフィットテストを行っている場合は、フィット

テストが完了した時点でそのマスクを廃棄してください。プロー

ブの付いたマスクはフィットテスト専用です。絶対に再使用しな

いでください。他のタイプのマスクは消毒して再使用できる場合

があります。特定の情報に関してはマスクの製造元までお問い合

わせください。 

• 最後の動作が完了する前にフィットテストが終了させられた場合 

([Stop (停止)]を押すことで)、ディスプレイにはそのテストが

停止されたことが表示されます。全体的なフィット係数は表示さ

れません。 

11. この時点で、[Next (次へ)]を押して別の人のテストを開始できま

す。 

非同期のグループフィットテスト 

非同期のグループフィットテストについては以下の適用注記を参照し

てください: https://www.tsi.com/getmedia/bdc6ac80-88ee-459a-83cb-

1af46b3d9cb0/RFT-026_FPU_ASYNC_Group_Fit_Testing_US-

web?ext=.pdf. 

低いフィット係数につながる一般的な問題 

予測したフィット係数よりも低い結果につながる最も一般的な原因のい

くつかを以下に示しました。PortaCount™ フィットテスターがデイリー
チェックに合格している場合は、以下の可能性を探ってください。 

https://www.tsi.com/getmedia/bdc6ac80-88ee-459a-83cb-1af46b3d9cb0/RFT-026_FPU_ASYNC_Group_Fit_Testing_US-web?ext=.pdf
https://www.tsi.com/getmedia/bdc6ac80-88ee-459a-83cb-1af46b3d9cb0/RFT-026_FPU_ASYNC_Group_Fit_Testing_US-web?ext=.pdf
https://www.tsi.com/getmedia/bdc6ac80-88ee-459a-83cb-1af46b3d9cb0/RFT-026_FPU_ASYNC_Group_Fit_Testing_US-web?ext=.pdf
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問題 解決策 

高捕集効率フィルターを

使用していない 

マスクに高捕集効率のクラス-99 またはクラス-

100 フィルター (米国以外のユーザーについて

は P3) を使用していない場合、高いフィット係

数は取得できない可能性があります。クラス-

95、 P1 および P2 (米国以外のユーザー用) な

どのフィルターを使用すると、環境大気粒子の

中には通り抜けられるものがあり、PortaCount

™ フィットテスターに顔面シール漏れと解釈さ

れます。 

通知 

モデル 8048 フィットでは、クラス-95、 P1、

および P2 ろ過式面体 (使い捨て)などのより低

い捕集効率のマスクをテストします。 

アルコールカートリッジ

がきっちり挿入されてい

ないまたは O-リングがな

くなっている。 

アルコールカートリッジが適切に取り付けられ

ていることおよびすべての O-リングが所定の

位置にあることを確認してください。 

マスクの装着後のフィッ

トテストの開始が早過ぎ

た 

マスクを最初に装着した際に、環境大気粒子が

マスクの内部に閉じ込められます。これらの粒

子は人が呼吸した時点で吹き払われます。すべ

てのフィットテストのプロトコルに従い、フィ

ットテストの被験者は、フィットテストの動作

を始める前にマスクを装着してから 5 分待つ必

要があります。 

サンプルチューブが長す

ぎる 

サンプルチューブに追加するのは数インチ未満

のチューブでなければなりません (チューブア

ダプターを使用)。サンプルチューブがこれよ

り長いと、環境とマスクのサンプルの間適切な

除去ができなくなります。 

マスクのプローブまたは

フィットテストアダプタ

ーが漏れている 

外側周辺でマスクのプローブ (使用されている

場合) またはフィットテストアダプターが漏れ

ていないことを確認してください。 
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問題 解決策 

摩耗のためにプローブま

たはアダプターに取り付

け ら れ て い る 場 所 で 

PortaCount フィットテス

ターのサンプルチューブ

が漏れている 

新しい端部が出るようにチューブの終端部で短

い部分を切り取ってください。 

髪の毛が顔面シールを妨

げている 

マスクの顔面シールと被験者の皮膚の間に髪

の毛がないことを確認してください。 

呼気弁に髪の毛または異

物がある 

呼気弁に何もないことを確認してください。1 

本の髪の毛が大きな違いをもたらす可能性があ

ります。 

喫煙者 フィットテストの少なくとも 30 分前は喫煙さ

せないようにしてください。 

疑わしいほど高いフィット係数 

大部分の周囲環境でのフルフェイスまたはハーフフェイスのマスクの

フィットテストで、100,000 より大きいフィット係数は疑わしいと見

なされます。フィットテストの完了後にリアルタイム FitCheck™ モ

ードを使用して検証する必要があります。まだマスクを装着している

間に、シーリング面を通して物 (たとえばペンや指) をスライドさせて

フィットテストを受けている人に意図的に顔へのマスクの密封状態を

解放させてください。わずかな漏れであっても、計算されるフィット

係数は非常に低くなるはずです。リアルタイムで計算されたフィット

係数が予測どおりの値に下がったら、レポートされた高いフィット係

数は有効です。密封状態を解放したときに、リアルタイムで計算され

たフィット係数が予測どおりの値に下がらなかったら、マスクサンプ

ルかマスクのアダプターチューブにブロックされた個所またはねじれ

がある可能性があります。これは通常はマスクに入るときに発生しま

す。 

結果の記録/印刷  

FitPro™ Ultra フィットテストソフトウェアを使用して、テスト結果を閲

覧、保存、印刷します。このソフトウェアはお使いのタブレットや PC

のデフォルトのプリンターを使用してフィットテストレポートを印刷し

ます。 
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データの管理 

CSV からのインポート/エクスポート 

FitPro™ Ultra ソフトウェアを使用すれば CSV ファイルへのまたは 

CSV ファイルからのデータのインポートおよびエクスポートが可能に

なります。 

 

重要な通知 

FitPro™ Ultra ソフトウェアは FitPro+™ ソフトウェアからエクス

ポートされた CSV ファイルをインポートできます。 

CSV ファイルにエクスポートするには 

 

1.  をクリックし、次に  をクリックします。 

2. データをエクスポートするデータベース上の をクリックします。 

3.  をクリックします。 
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4. データベース表を選択します。 

 

5. 区切り文字を選択します。 

 

6. CSV ファイルを保存する場所で参照で指定します。 

7. でファイル名を決定後、 をクリックします。 

8. をクリックします。 
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CSV ファイルからインポートするには 

 

1. でクリックし、次に  をクリックします。 

2. データをインポートするデータベースの をクリックし、次に

をクリックします。 

3. データベース一覧から一つ選択します。 
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4. 区切り文字を選択します。 

 

5. を設定します。 

通知: 有効になっている場合、重複レコードは複製されません。 

6. 参照をクリックして、インポートする CSV ファイルを指定してく

ださい。 

7. CSV ファイルを選択して、 をクリックします。 

8. をクリックします。 

複数のデータベースのサポート  

FitPro™ Ultra は複数のデータベースをサポートします。 

1. でクリックし、次に  をクリックします。 

2. 新しいデータベースを作成するために、  をクリックしま

す。 

3. そのデータベースをアクティブなデータベースにするために、選

択します。 

 

4. そのデータベースの名前を入力します。 

 

5. 既存の FitPro™ ultra データベースに接続したい場合は、選択します。 
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6. 参照を選択して、既存のデータベースを見つけて、それをクリッ

クします。 

7. 新しいデータベースを作成するには、 

が無効になっていることを確認してください。 

8. 参照を選択して新しいデータベースを作成します。 

9. そのデータベースに関する注記を入力します。 

 

10.  をクリックします。 

「新しいデータベース」画面が下に表示されます。 
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カスタムフィールド 

FitPro™ Ultra ソフトウェアは、フィットテスト履歴記録用のカスタム

ラベルとフィールドをサポートしています。 

1.  でクリックし、次に  をクリックします。 

2. カスタムラベルとフィールドを作成するデータベースの をク

リックし、次に をクリックします。 

3. 新しいカスタムフィールドをクリックします。 

4. カスタムフィールドのラベルを入力します。 

. 

5. 新しいフィールドを  

 
からドロップダウンまたは文字入力にて設定します。 

6. テキストカスタムフィールドの場合: 

• フィットテストのオペレーターは、フィットテスト被験者に

関するテキストを手動で入力します。 

7. ドロップダウンカスタムフィールドの場合: 

a. フィットテストのオペレーターは、フィットテスト被験者に

関する選択肢を与えられます。 
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b. カスタムフィールドドロップダウンを設定するには: 

1.) 選択肢の値を  

 
に入力します。 

2.) 別の値を追加するには、新しい選択肢をクリックして繰

り返します。 

3.) オプションを削除するには、そのオプションの をクリ

ックします。 
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（このページは意図的に空白になっています） 



 

73 

第 8 章  

定期保守サービスおよびトラブルシュー

ティング 

保守 

再校正の頻度 

TSI™ は PortaCount™ モデル 8040 と 8048 マスクフィットテスターを

毎年洗浄して再校正することをお勧めします。フィットテストのスケジ

ュールを手配して年次工場再校正ができるようにしてみてください。周

期的なフィットテストのスケジュールがある場合、または今後の期間に

多用することが予測される場合 (オペレーションの一時停止など)、 

TSI™はそのときに先立って PortaCount™ フィットテスターのサービス

を受けることをお勧めします。TSI™ Incorporated のカスタマーサービ

ス部門では、お客様のダウンタイムを最小にするために迅速なサービス

を提供します。インターネットで www.tsi.com にアクセスしていただく

か、電子メールを PortaCount@tsi.com。までお送りいただき、TSI™ ま

でご連絡ください。 

ステータスメッセージ 

PortaCount™ モデル 8040 および 8048 マスクフィットテスターはス

テータスメッセージを表示できます。 

http://www.tsi.com/
mailto:PortaCount@tsi.com
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メッセージ 説明 

低粒子メッセージ PortaCount™ フィットテスターは、捕集効率 99% 以

上のマスクのテスト時にモデル 8040 または 8048 に

関して環境粒子濃度が 350 粒子/cm3 を下回る場合お

よび捕集効率 99% 未満のマスクのテスト時にモデル 

8048 に関して環境粒子濃度が 30 粒子/cm3 を下回る

場合はフィットテストを許可しないように工場でプロ

グラムされています。フィットテストの間またはデイ

リーチェックの間の環境サンプルがこれらのレベルを

下回る場合は、「低粒子」メッセージが表示され、テ

ストは自動的に終了させられます。 

必要に応じて、 第 8 章「トラブルシューティング」

を参考にしてください。 

高濃度メッセージ 「 高 濃 度 メ ッ セ ー ジ 」 が 表 示 さ れ る 場 合 、 

PortaCount™ フィットテスターが推奨されたものより

も高い環境濃度レベルを検出していることを意味しま

す。過度の濃度レベルに長期に渡りさらされている

と、PortaCount™ フィットテスターの性能が時間と共

に劣化し、その結果デイリーチェックに失敗したり

「低粒子」メッセージになったりする可能性がありま

す。このメッセージは必ずしも PortaCount™ フィット

テスターがすぐに稼働を停止するということ意味する

わけではありません。このメッセージが表示される場

合でも、フィットテストの結果は正確です。このメッ

セージに関して、その他の考えられる原因とその解決

策については、第 8 章、「トラブルシューティング」を

ご参照ください。 

低アルコールレベ

ルメッセージ 

「低アルコーレベル」メッセージが表示される場合、

PortaCount™ フィットテスターでアルコールが十分で

ないということを意味します。このメッセージは必ず

しも PortaCount™ フィットテスターがすぐに稼働を停

止するということ意味するわけではありません。この

メッセージがオンになっている場合でも、フィットテ

ストの結果は正確です。このメッセージに関して、そ

の他の考えられる原因とその解決策については、第 8 

章、「トラブルシューティング」をご参照ください。 
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輸送および保管に関する注意事項 

PortaCount™ マスクフィットテスターを輸送または保管する際は、ア

ルコールをすべて取り除くことが重要です。内部にアルコールカート

リッジを付けたまま PortaCount™ フィットテスターを輸送したり、

保管したりすると、光学系にアルコールがあふれる原因になる場合が

あります。 

 

PortaCount™ フィットテスターをキャリーケースの戻す際は、以下に

概要を示す手順に従ってください:  

1. PortaCount™ フィットテスターからアルコールカートリッジ

を取り外し、それをアルコール充填カプセルに保管します。

アルコール充填カプセルはアルコールの安全な輸送および保

管容器となるように設計されています。アルコールカートリ

ッジは、無期限にアルコールに浸けたままにしておくことが

できます。 

2. カートリッジのキャビティに保管キャップを装着します。カート

リッジのキャビティに保管キャップを取り付けて、PortaCount™ 

フィットテスターの内部にごみや破片が入らないようにします。 

 

通知 

PortaCount™ フィットテスターは絶対にアルコールボトルを付け

たまま TSI™ に返送しないでください。イソプロピルアルコール

は、危険性物質です。適切な危険物ラベリングと包装なしに出荷

してはなりません。 

アルコール芯の交換 

アルコールカートリッジ内の芯は現場で交換できます。PortaCount™ フ

ィットテスターには、2 本のスペア芯が入っています。通常、この芯は

以下の問題のうちの 1 つが発生しない限り交換する必要はありません: 

 

• 芯に水分が蓄積して、十分なアルコールを供給があるにも関わらず

低アルコールレベルのメッセージが表示される原因となります。

PortaCount™ フィットテスターを長時間に渡って頻繁に使用した場

合に、こういったことが起こる場合があります。特に、湿気の多い

領域でフィットテストを行う場合です。 



76 第 8 章 

水分の蓄積が発生すると、アルコール芯を取り外して、風通しの良

い場所で一晩乾かして、アルコールカートリッジに再度取り受ける

ことができます。 

 

• 芯はほこり、オイルまたはその他の異物で汚染されるようになりま

す。通常環境大気で検出される物以外のエアゾロルのサンプル化に

機器が使用されない限り、このようなことは発生しないはずです。 

 

アルコール芯が汚染された場合は、それを廃棄して新しい物と交換

してください。芯の変色の中には異常ではないものがあり、性能に

影響を及ぼさないことにご注意ください。 

 

アルコールカートリッジからアルコール芯を取り外す方法は以下です: 

1. カートリッジを両手で握り

ます。一方の手にあるノブ

ともう一方の手にある芯固

定器具キャップで、組立部

分をねじって、引き離しま

す。パチンと音がしてカー

トリッジが離れて、白いア

ルコール芯の端部がむき出

しになるはずです。  

2. つに半分に割れたら、反対

側の端部から芯固定器具キ

ャップの外のアルコール芯

を押します。鉛筆は使わな

いでください。リード片が

破れる可能性があるからで

す。 
 

3. 白いアルコール芯を検査します。変色のひどいものや物理的に損傷を受

けている芯は廃棄します。芯の明るい黄褐色の変色の中には異常でない

ものがあります。 

芯が良い状態ならば、風通しの良い場所の清潔な面でそれを乾燥させ

て、16 時間乾燥させます。 

4. アルコール芯を再度取り付ける前に、すべての部品が汚れていないことを

確認してください。芯の小さな破片や破片ごみは、もし PortaCount™ フィ

ットテスターに入ったら、重大な問題の原因になる可能性があります。 
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5. アルコールカートリッジの内部表面と芯固定器具キャップを点検しま

す。必要に応じて、空気を吹き付けて、絶対にごみの粒子がないように

してください。 

6. 芯から落ちた可能があるはがれた小さな破片が必ず取り除かれているよ

うにするために、使用されるアルコール芯のすべての表面に空気を吹き

付けます。 

7. 芯の両端部をチェックします。一方の端部が他方よりも滑らかならば、

まず、芯の滑らかな端部を芯固定器具キャップにスライドさせます。そ

うしない場合は、単純に芯を挿入して、芯が底に当たるまでしっかりと

押してください。 

8. 再度、すべてに空気を吹き付けます。 

9. 半分ずつ 2 つになった

アルコールカートリッ

ジの位置を合わせて、

その 2 つが噛み合うま

でしっかりと押しま

す。 

 

高い湿度での操作 

湿度の高い環境で PortaCount™ モデル 8040/8048 を使用すると、芯の

組み立て部分に通常よりも早く水分が溜まり、より頻繁に芯を交換しな

ければならなくなります。芯に水が溜まることは通常発生しますが、湿

度の上昇に伴い非常によく溜まるようになります。イソプロピルアルコ

ールを充填したばかりの乾燥した芯の通常の状態では、PortaCount™ フ

ィットテスターは「低アルコールレベル」というメッセージが表示され

るまで約 5 時間稼働します。より湿度が高い状態で PortaCount™ フィッ

トテスターを稼働させていると、この平均ランタイムが減少し始めま

す。この平均ランタイムをできるだけ長く保ために、芯は毎日乾いたも

のと取り換えます。PortaCount™ フィットテスターから取り外した芯を

乾かすには、湿度レベルが 50% 以下の風通しのよい場所に置いて一晩 

置いておきます (約 16 時間)。そうすれば、芯が乾いて再使用の準備が

整うはずです。16 時間の乾燥時間は、湿度の高い環境での 8 時間の稼働

に基づいています。乾燥時間の合計は、湿度の高い環境での芯での稼働

時間により異なります。 
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ノズルの洗浄  

小さな (ピンホールサイズの) 内部ノズルが糸くずやその他の破片で詰

まったら、以下の手順でそれを取り除かなければなりません。ノズル

が詰まるという症状は、低 (おそらくゼロ) 環境粒子カウントです。こ

れは通常、パーティクルチェックや最大フィット係数チェックに不合

格になる原因になります。ただし常にそうなるわけではありません。

洗浄には 2 つの手順があります。まず手順 A を実行し、必要に応じて

次に手順 B を実行します。 

手順 Ａ 

Chemtronics® やそれと同等の清潔な圧縮ガスソ

ースを入手します。PortaCount™ マスクフィッ

トテスターの深いところまで届くように、長い

ノズル (ストロー) が必要です。 

▪ PortaCount™ フィットテスターをオフにし

て、アルコールカートリッジを取り外しま

す。 

▪ 表示されるように、PortaCount™ フィット

テスターの内部に長いノズルを挿入します。

ノズルの端部がキャビティ

の中心になるようにしなが

ら、できるだけ遠くへそっ

と押し込みます。内部のノ

ズルは、ちょうど空洞部分

の遠い方の端部にあり見え

ません。 

▪ ガスを 2 ～3 発吹きかけま

す。これで PortaCount™ フ

ィットテスターを損傷する

ことはありません。 

アルコールカートリッジを再度挿入します。PortaCount™ フィットテス

ターをオンにします。デイリーチェックを実行します。問題が続くよう

ならば、手順 B を試してください。 
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手順 B 

この手順は、手順 A では内部ノズルがきれいにならなかった場合のみ使

用してください。 

▪ PortaCount™ フィットテスターをオフにして、アルコールカートリ

ッジを取り外します。 

▪ カートリッジのキャビティが見えるように、PortaCount™ フィット

テスターを回転させて、端部で持ち上げます。 

▪ PortaCount™ フィットテスターを稼働させるために使用されたアル

コールのボトルを取り、カートリッジのキャビティに 3 ～ 4 滴たら

します。しずくが側面に触らずに底に落ちるようにしずくを中心に

保つようにしてください。あまり使い過ぎないでください。ノズル

に届けば一滴で十分です。 

▪ 詰まっている物をアルコールが軟らかくするか溶かすかできるよう

に、約 5 分間 PortaCount™ フィットテスターをこの垂直位置に保

ちます。 

 

PortaCount™ フィットテスターを通常の操作位置に降ろして、手順 A 

を実行します。 
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トラブルシューティング 

この項には、PortaCount™ フィットテスターでの一連の症状と、それら

の考えられる原因、その問題の推奨される解決策を一覧化しています。

お客様が遭遇している症状がリストにない場合、またはお客様の問題を

解決する解決策がない場合は、TSI™ のテクニカルサービスまでお問い

合わせください。追加のヘルプは TSI™ の Web サイト www.tsi.com で入

手できます。また、PortaCount@tsi.com まで E- メールをお送りくだ 

さい。 

 

問題解決の第一歩として、常にアルコールの供給を補充してください。

アルコールはいつでも最大充填量を示す線まで追加できます。 

 

いずれアルコールカートリッジ内のアルコール芯は適切な稼働をはばむ

ほどに水分を吸収します。過剰水分の症状では、たとえ、多くのアルコ

ールがあってもまた室内に多くの粒子があっても粒子が低くカウントさ

れます。そして、アルコールの補充を頻繁にすることにもなります (毎

時にまたはそれより頻繁に)。この問題を解決するには、アルコール芯

を交換することが最良の方法です。芯は PortaCount™ フィットテスタ

ーにアルコールカートリッジを残して、それを一晩稼働させることや、

カートリッジから芯を取り外して 16 時間乾かすことでも乾燥させられ

ます。 

 

トラブルシューティングの第一歩として、常に第 4 章に記載のデイリー

チェックを実行してください。いつもはデイリーチェックに合格してい

るということは、PortaCount™ フィットテスターが適切に稼働してお

り、問題はマスクの接続やマスク自体などの別のところにあるというこ

とを示しています。 

オンラインでのトラブルシューティングガイド 

トラブルシューティングの追加のアプリケーションノートは、 FitPro™ 

Ultra ソフトウェアにあります。または TSI™ Incorporated の Web サイト

を参照してください。 

 

http://www.tsi.com/
mailto:PortaCount@tsi.com
http://www.tsi.com/
http://www.tsi.com/
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システム  考えられる原因 解決策 

PortaCount™ フィ

ットテスターのス

テータスインジケ

ータが赤色。 

ハードウェアのエラー サービスを受けるためにユニ

ットを返送する準備をしてく

ださい。 

PortaCount™ フィ

ットテスターのス

テータスインジケ

ータが黄色で、測

定の間に FitPro™ 

Ultra が低アルコー

ルに関するメッセ

ージを表示する。 

芯のアルコールが低レ

ベル 

アルコールを補充してくださ

い 

低粒子メッセージ  アルコールレベルが低

い。 

アルコールを補充してくださ

い。 

ツインチューブアセン

ブリでホースが裏返し

になっている。 

ホースが PortaCount™ フィ

ットテスターとマスクに適切

に接続されていることを確認

してください。 

マスクに間違ったチュ

ーブが接続されてい

る。 

マスクに適切なチューブ (透

明なチューブ) を接続してく

ださい。 

ツインチューブアセン

ブリが捻じれている、

挟まれている、ブロッ

クされている。 

ツインチューブアセンブリを

真っ直ぐにするか障害物を取

り除きます。 

領域での粒子のカウン

トが実際に低い。 

別の場所に移動するか、粒子

生成器 (TSI™ モデル 8026 粒子

生成機または超音波加湿器な

ど)を使用してください。 

PortaCount™ フィット

テスターの内部で水分

が蓄積する。 

アルコールカートリッジ内の

アルコール芯を交換してくだ

さい。アルコール充填カプセ

ルからの古いアルコールを取

り除いて、新しいアルコール

を追加してください。光学系

を乾燥させるために 2 時間運

転します (アルコールカート

リッジを取り外して、保管キ

ャップを取り付けます)。 
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システム  考えられる原因 解決策 

低粒子メッセージ 

(続き) 

アルコールの質が劣るま

たは汚染されている。 

アルコールカートリッジ内の

アルコール芯を交換してくだ

さい。認定のアルコールのみ

を使用してください (99.5 % 

以上のイソプロピル)。 

内部ノズルが詰まった。 サービスおよび保守の章のノ

ズルの洗浄 を参照してくださ

い。 

ユニットに校正と洗浄が

必要。 

サービスを受けるために TSI™ 

に機器を返送してください。 

スイッチをオンにし

ないでください。 

AC アダプターがユニット

または AC 差し込み口に差

し込まれていない。 

AC アダプターを接続してく

ださい。 

ゼロチェックに失

敗する 

アルコールカートリッジ

が緩んでいる。 

アルコールカートリッジをき

っちり締めてください。 

ツインチューブアセンブ

リに漏れがある。 

ツインチューブアセンブリを修

理または交換してください。 

フィルターが漏れてい

る。 

別のフィルターでテストを繰

り返してください。 

ツインチューブアセンブ

リの終端部の密閉がうま

くいっていない。 

ツインチューブアセンブリ上

の摩耗した端部を切り取って

ください。 

ツインチューブアセンブ

リが接続されていない。 

ツインチューブアセンブリを 

PortaCount™ フィットテスタ

ーに接続してください。 

アルコールがわずかにあ

ふれている。 

アルコールカートリッジを取

り外して 15 分間運転し、次に

再試行してください。 

スイッチ弁が機能してい

ない。 

サービスを受けるために 

TSI™ に返送してください。 
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システム  考えられる原因 解決策 

ゼロチェックに失
敗する (続き) 

アルコールカートリッジ
上の O-リングが密閉され
ていない。 

O- リングを交換してくださ
い。O-r リング上にごく少
量のグリースを塗りつけま
す( ワセリンなど) 。 

フィットテスター上のチ
ューブ接続金具が緩んで
いる。 

ペンチで接続金具を締めま
す。 

フィット係数が 1 

または非常に低い 

 

(PortaCount™ フ
ィットテスターが
デイリーチェック
に合格していれ
ば、問題はマスク
にあり 

PortaCount™ フィ
ットテスターでは
ありません r) 

マスクに、HEPA、クラス
-99, クラス-100,または P3 

フィルターが装着されて
いない。 

フィットテストのために適
切なフィルターを装着して
ください。 

マスクが漏れて、フィル
ターが緩んでいる、また
は呼気弁が正常に動作し
ていない。 

マスクを修理してくださ
い。 

ツインチューブアセンブ
リが接続されていない。 

ツインチューブアセンブリ
を PortaCount™ フィット
テスターに接続してくださ
い。 

ツインチューブアセンブ
リがマスクサンプリング
ポートに接続されていな
い。 

ツインチューブアセンブリ
をマスクサンプリングポー
トに接続してください (透
明のチューブ)。 

ツインチューブアセンブ
リに漏れがある。 

ツインチューブアセンブリ
を修理または交換してくだ
さい。 

サンプルチューブが長す
ぎる 

標準の 5 フィートのツイン
チューブアセンブリを使用
してください。 

PortaCount™ フィットテ
スターにアルコールがあ
ふれている。 

光学系を乾燥させるために
2 時間運転します (アルコー
ルカートリッジを取り外し
て、保管キャップを取り付
けます)。 

アルコールレベルが低
い。 

PortaCount™ フィットテ
スターにアルコールを追加
します。 

スイッチ弁が機能してい
ない。 

サービスを受けるために 

TSI™ に返送してくださ
い。 

 

http://en.wikipedia.org/wiki/Petroleum_jelly
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システム  考えられる原因 解決策 

疑わしい測定値 

 

(PortaCount™ フ
ィットテスターが

デイリーチェック

に合格していれ

ば、問題はマスク

にあり 

PortaCount™ フィ

ットテスターには

ありません r) 

PortaCount™ フィットテ

スターにアルコールがあ

ふれている。 

光学系を乾燥させるために

2 時間運転します (アルコー

ルカートリッジを取り外し

て、保管キャップを取り付

けます)。 

フィットテスター上のチ

ューブ接続金具が緩んで

いる。 

ペンチで締めます。 

PortaCount™ フィットテ

スターに漏れがある 

PortaCount™ フィットテ

スターをゼロチェックし

て、漏れを修理してくださ

い。 

サンプルラインが長すぎ

る 

標準の 5 フィートのツイン

チューブアセンブリを使用

してください。 

アルコールカートリッジ

が緩んでいる。 

アルコールカートリッジを

きっちり締めてください。 

マスクに HEPA フィルタ

ーが装着されていない。 

フィットテストのために 

HEPA フィルターを装着し

てください。 

ツインチューブアセンブ

リが捻じれている、挟ま

れている、ブロックされ

ている。 

ツインチューブアセンブリ

を真っ直ぐにするか障害物

を取り除きます。 

マスクのプローブが漏れ

ている。 

プローブを締めるかシーリ

ングしてください。 

フィットテストアダプタ

ーのチューブが捻じれて

いるまたは挟まれている 

チューブを真っ直ぐにして

ください。 

マスクに欠陥がある。 そのマスクを修理するか交

換してください。 

疑わしいほど高い

フィット係数 

 

 

疑わしいほど高い

フィット係数の項

を参照してくださ

い。 

ツインチューブアセンブ

リが捻じれている、挟ま

れている、ブロックされ

ている。 

 

リアルタイムフィット係数

機能を使用して、そのフィ

ット係数を検証してくださ

い。 

 

ツインチューブアセンブリ

を真っ直ぐにするか障害物

を取り除きます。 
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システム  考えられる原因 解決策 

粒子カウントがゼロ
またはゼロに近い。 

アルコールレベルが低
い。 

アルコールを補充してくださ
い。 

HEPA フィルターを通し
てのサンプリング。 

フィルターを取り除いてくだ
さい。 

ツインチューブアセンブ
リがブロックされてい
る。 

塞いでいる物を取り除きま
す。 

アルコール芯に水分が蓄
積されている。 

アルコールカートリッジ内の
アルコール芯を交換してくだ
さい。光学系を乾燥させるた
めに 2 時間運転します (アルコ
ールカートリッジを取り外し
て、保管キャップを取り付け
ます)。 

アルコールの質が劣るま
たは汚染されている。 

アルコールカートリッジ内の
アルコール芯を交換してくだ
さい。公認のアルコールのみ
を使用してください。 

PortaCount™ Fit フィット
テスターにアルコールが
あふれている。 

光学系を乾燥させるために 2 

時間運転します (アルコール
カートリッジを取り外して、
保管キャップを取り付けま
す)。 

フィルターカバーが漏れ
ている。 

カバーと O-リングを交換して
ください。 

詰まったノズル。 サービスおよび保守の章のノ
ズルの洗浄 を参照してくださ
い。 

頻繁なアルコールの
補充が必要 (毎時間
またはそれより頻繁
に)  

アルコール芯内での水分
の蓄積 

アルコールカートリッジ内の
アルコール芯を交換してくだ
さい。光学系を乾燥させるた
めに 2 時間運転します (アルコ
ールカートリッジを取り外し
て、保管キャップを取り付け
ます)。公認のアルコールのみ
を使用してください。 

ツインチューブアセ
ンブリ内にアルコー
ルが見えるまたは排
気ポートから出てく
る 

PortaCount™ フィットテ
スターにアルコールがあ
ふれている。 

光学系を乾燥させるために一
晩運転します (アルコールカ
ートリッジを取り外して、保
管キャップを取り付けます)。 
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システム  考えられる原因 解決策 

高濃度メッセージ  近くで粒子生成器が環境

濃度レベルを上げてい

る。 

加湿器や TSI™ モデル 

8026 粒子生成器などの付

近で稼働している粒子生成

器をオフにするか出力を下

げてください。 

フィットテストの間は、あ

らゆる形態の粒子の生成を

少なくともとも 6 フィート

(1.8 m) PortaCount™ フィ

ットテスターから離してく

ださい。 

部屋の換気システムが出

力を減らすかオフになっ

ている。 

部屋の換気量を増やしてく

ださい。 

環境濃度が自然に上昇す

る。 

コントロールできない汚

染、工事、またはその他手

段を通じて環境濃度が上げ

られている状況において、

このメッセージのトリガと

なるしきい値が上がる場合

があります。過度の粒子濃

度レベルに長時間さらされ

ると、PortaCount™ フィッ

トテスターの性能が時間と

共に低下する可能性があ

り、より頻繁な保守が必要

となることにご注意くださ

い。 

FitPro™ Ultra ソフ

トウェアが 

PortaCount™ フィ

ットテスターへの

接続を表示しない 

USB 接続の問題 PortaCount™ フィットテスタ

ーがオンになっていて、 USB

ケーブルで接続されているこ

とを検証してください。 

Wi-Fi® が PortaCount™ フ

ィットテスターで無効に

なっている。 

Wi-Fi® ドングルが

PortaCount™ フィットテス

ターの背面上の USB-A ポー

トに差し込まれていること

を検証してください。 

タブレットまたはノート

パソコンが Wi-Fi® に対応

していない。 

タブレットまたはコンピュ

ータの設定を確認してくだ

さい。 
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システム  考えられる原因 解決策 

USB HUB (804004) 

または USB 延長ケ

ーブル (804005) を

使用している間に、

デバイス (すなわち

コンピュータやタブ

レット) 上で実行中

の FitPro™ Ultra ソ

フトウェアが 

PortaCount™ フィ

ットテスターに通信

できない場合。 

USB 接続の問題 選択肢 1 

対象の  USB ケーブルを 

USB HUB から 3 秒間プラ

グを抜き、お客様のデバイ

スから PortaCount™ フィ

ットテスターへと .再度差

し込んで FitPro™ Ultra ソ

フトウェアを再接続しま

す。 

選択肢 2 

USB USB HUB をコピュー

ターから 3 秒間プラグを抜

き 、 再 度 差 し 込 ん で 

FitPro™ Ultra ソフトウェ

アを使用中のすべての 

PortaCount™ フィットテ

スターに再接続します。フ

ィットテストを実行中の他

の PortaCount™ フィット

テスターがある場合は 

USB HUB のプラグを抜か

ないでください。実行中の

フィットテストが終了され

てしまいます。 
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付録  A  

仕様  

(仕様は変更される場合があります。) 

モデル 8040 PortaCount™ マスクフィットテスター 

寸法 (W x D x H) ........................  9.5 x 8.5 x 6.75 インチ  

(24 x 22 x 17 cm) 

重量 

装置のみ ..................................  5.0 ポンド (2.3 kg) 

標準アクセサリおよびケース

付き .........................................  

 

16.0 ポンド (7.26 kg) 

フィット係数範囲 ......................  1 ～ 10,000 超 

濃度範囲 ....................................  0.01 ～ 2.5 x 105 粒子/cm3 

粒子サイズの範囲 ......................  0.02 ～ 1 マイクロメーター超 

温度範囲 

動作 .........................................  32 ～ 100°F (0 ～ 35°C) 

保管 .........................................  -40 ～ 160°F (-40 ～ 70°C) 

流量 

サンプル ..................................  350 cm3/分 

合計 .........................................  1,000 cm3/分 (公称) 

電源要件 .............................................  100 ～ 250 VAC、50 ～ 60 Hz 

アルコール 

充電 1 回あたりの時間 ............  70°F (21°C) で 6 時間 

アルコールの種類 ...................  試薬グレードのイソプロピル 

(99.5% 以上) 

キャリングケース 

寸法 (W x D x H) .....................  19.5 x 13.7 x 9.0 インチ  

(50 x 35 x 23 cm) 

合否設定 ....................................  ユーザーが選択可能 0 ～ 10000 

通信 ............................................  Wi-Fi®、USB-C、USB-A 
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FitPro™ Ultra フィットテスト

ソフトウェアの最少 PC ハード

ウェア要件 .................................  

 

 

Windows® 7 (32- および 64-ビッ

ト) または Windows® 10 (32- およ

び 64-ビット) オペレーティングシ

ステム 

• Microsoft.Net バージョン 4 (必

要に応じてインストレーション

ソフトウェアが Microsoft.Net 

をインストール) 

通知: Microsoft.Net をインスト

ールするにはインターネットの

接続が必要 

• 1 GHz 以上のプロセッサ 

• 1280 x 800 以上の画面解像度

のモニター 

• ハードディスク上に 500 MB の

未使用記憶域 

• 1 つの未使用の USB ポート 

タブレットの最小要件: 

• Windows® 10 オペレーティン

グシステム 

• USB ポート (初期設定用) 

ソフトウェア .............................  高度なユーザーインターフェイ

ス、動画グラフィックス、および

インタラクティブなトラブルシュ

ーティングガイドを搭載した 

FitPro™ Ultra ソフトウェア 

工場での再校正間隔 ..................  1 年 

保証 ............................................  材料および製造上の欠陥について

は 2 年 
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フィットテストできるマスクの面体 

• フルフェイスのエラストマー 

• ハーフフェイスのエラストマー 

• NIOSH シリーズ-100 ろ過式面体 

• NIOSH シリーズ-99 ろ過式面体 

• FFP3 ろ過式面体 

 

フィット係数の計測 

フィット係数の直接測定 (Cout/Cin)  

(マスクの漏れは、被験者が動いたり息をしたりする場合、同時に計

測されます。) 

モデル 8048 PortaCount™ マスクフィットテスター 

寸法 (W x D x H) ........................  9.5 x 8.5 x 6.75 インチ 

(24 x 22 x 17 cm) 

重量 

装置のみ ..................................  6.8 ポンド (3.1 kg) 

標準アクセサリおよびケース

付き .........................................  

 

18.0 ポンド (8.2 kg) 

フィット係数範囲 ......................  1 ～ 10,000 超、 マスクの捕集

効率が 99%未満の場合は 1 ～ 

200 

濃度範囲 ....................................  0.01 ～ 2.5 x 105 個/cm3 

粒子サイズの範囲 ......................  0.02 ～ 1 マイクロメーター超 

温度範囲 

動作 .........................................  32 ～ 100°F (0 ～ 35°C) 

保管 .........................................  -40 ～ 122°F (-40 ～ 55°C) 

流量 

サンプル ..................................  350 cm3/分 

合計 .........................................  1000 cm3/分 (公称) 

電源要件 .............................................  自動感知 100 ～ 250 VAC、 

50 ～ 60 Hz 
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アルコール 

充電 1 回あたりの時間 ............  70°F (21°C) で 6 時間 

アルコールの種類 ...................  試薬グレードのイソプロピル 

(99.5% 以上) 

キャリングケース 

寸法 (W x D x H) .....................  19.5 x 13.7 x 9.0 インチ 

(50 x 35 x 23 cm) 

合否設定 .....................................  ユーザーが選択可能: 0 ～ 200 

通信 ............................................  Wi-Fi®、USB-C、USB-A 

FitPro™ Ultra フィットテスト

ソフトウェアの最少 PC ハード

ウェア要件 .................................  

 

 

Windows® 7 (32- および 64-ビッ

ト) または Windows® 10 (32- お

よび 64-ビット) オペレーティン

グシステム 

• Microsoft.Net バージョン 4 (必

要に応じてインストレーショ 

ンソフトウェアが Microsoft.Net 

をインストール) 

通知: Microsoft.Net をインスト

ールするにはインターネット

の接続が必要 

• 1 GHz 以上のプロセッサ 

• 1280 x 800 以上の画面解像度

のモニター 

• ハードディスク上に 500 MB 

の未使用記憶域 

• 1 つの未使用の USB ポート 

タブレットの最小要件: 

• Windows® 10 オペレーティン

グシステム 

• USB ポート (初期設定用) 
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ソフトウェア .............................  高度なユーザーインターフェイ

ス、動画グラフィックス、およ

びインタラクティブなトラブル

シューティングガイドを搭載し

た FitPro™ Ultra ソフトウェア 

工場での再校正間隔 ..................  1 年 

保証 ............................................  材料および製造上の欠陥につい

ては 2 年 

フィットテストできるマスクの面体 

• フルフェイスのエラストマー 

• ハーフフェイスのエラストマー 

• NIOSH シリーズ-100 ろ過式面体 

• NIOSH シリーズ-99 ろ過式面体 

• NIOSH シリーズ-95 ろ過式面体 (モデル 8048 が必要) 

• FFP3 ろ過式面体 

• FFP2 ろ過式面体 (モデル 8048 が必要) 

• FFP1 ろ過式面体 (モデル 8048 が必要) 

フィット係数の計測 

フィット係数の直接測定 (Cout/Cin)  

(マスクの漏れは、被験者が動いたり息をしたりする場合、同時に計

測されます。) 

 

PortaCount™ フ ィ ッ ト テ ス タ ー は 、 DIN ISO 16975-3, 

OSHA 29CFR1910.134, ANSI/ASTM Z88.10-2001, CSA Z94.4-2011, 

HSE INDG 479に準拠したフィットテストを提供します。 
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通知 

建物の中の電気的ノイズの多い電源ネットワークにより、USB 

HUB (804004) および USB Extender Cable (804005) の USB 通信が

途絶する可能性があります。このような種類の放出される電気的ノ

イズは、高電流を引き込む装置または稲光のような環境条件により

発生する可能性があります。このような状態が PortaCount™ モデ

ル 8040 または 8048 に損傷を与えることはありません。電気的ノ

イズが低減または除去されると、USB HUB (804004) および USB 

Extender Cable (804005) を介した USB 通信は信頼性の高いものに

なります。 
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寿限無   

寿
限
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ぶ
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ぶ
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シ
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シ
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長
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ち
ょ
う
き
ゅ
う
め
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の
長
助(

ち
ょ
う
す
け) 
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（このページは意図的に空白になっています）  
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